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巻頭言 

秋田県立横手高等学校 

校 長  佐 藤 真 之 

 

秋田県立横手高等学校は、秋田県県南部の横手市に位置し、今年度で創立１２５周年を迎えた伝

統校です。美入野と呼ばれる丘陵地域にあり、「剛健質朴」「天佑自助」「青雲の志」を指針として、

県南部の進学拠点として実績を積み重ねてきました。昭和４３年には理数科が設置され、以来理数

教育にも力を注ぎ、理系人材を世に輩出しています。 

 

平成３０年には、文部科学省よりスーパーサイエンスハイスクール（ＳＳＨ）の指定を受け、Ⅰ

期５年、経過措置１年の計６年間、研究開発に取り組んでまいりました。この間、全国に先駆けた

様々な取り組みを実施し、大きな成果を上げています。本校のＳＳＨ事業で育った卒業生は１１５

０名に達し、そのほとんどが現在各地の大学に在籍しています。今後もＳＳＨで培った能力・資質

を発揮して探究を続け、各方面で社会に大きく貢献できる人材へと成長を遂げてくれるものと信じ

ています。本事業を進めるにあたり、多大なご指導、ご支援をいただきました文部科学省、国立研

究開発法人科学技術振興機構（ＪＳＴ）、秋田県教育委員会、運営指導委員会、関係大学などの教育・

研究機関、地域の皆さまに厚く御礼申し上げます。 

 

本校のＳＳＨⅠ期の研究開発課題は「エビデンスを基に議論を積み重ね、国際社会で活躍するグ

ローバルサイエンスリーダーの育成」でした。Ⅰ期の最大の成果としては、統計学の手法を課題研

究に活用する教育プログラムを確立したことが挙げられます。その中核を成すのが情報と数学、お

よび総合的探究の時間（課題研究）を組み合わせた学校設定教科「美入野データサイエンス（以降

ＭＤＳ）」で、１学年では全員が「ＭＤＳ基礎」を履修して、データ分析に必要な統計学の知識や、

プログラミングなどのＩＣＴ活用の技能を学びます。その後生徒が自分たちで設定した地域課題に

対しての探究学習を行うのですが、その際に学んだデータ分析の知識と技能が発揮されることとな

ります。データを収集のための野外活動もプログラムに組み込まれており、今年度も駅や商業施設

内でアンケート調査を実施しました。自分たちの探究活動と地域社会とのつながりを強く認識する

ことで、活動への意欲が増し、主体的な学習につながったようです。 

２年生や３年生の理数科でも例年通り課題研究に取り組みましたが、今年は３年理数科全員が、

秋田市の国際教養大学を訪問し、海外からの留学生に対して各班の研究内容を英語で発表するとい

う活動を行いました。留学生たちからのフィードバックも得ることができて自分の成長を実感でき

た一日でした。 

 

現在経過措置となっている本校では、令和６年度からのＳＳＨⅡ期の指定を目指し、Ⅰ期の成果

と課題を踏まえた新たな研究開発計画を策定いたしました。今後も本校はデータサイエンスを基盤

とした探究活動を継続していくつもりですが、Ⅱ期においては、普通科を含む生徒全員が３年間を

通じて探究活動に取り組むこととし、全校体制のもとで一層教育効果の高いＳＳＨ事業を推進して

いきます。生徒たちが本校で十分な論理的思考力、科学的態度、および国際性を養い、社会を形成

していく主体であるという自覚を持って、未来を切り開く科学技術系人材へと成長していけるよう、

関係各位のさらなるご指導とご支援を心からお願い申し上げます。 
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別紙様式１－１ 
秋田県立横手高等学校 指定第１期目 ３０～０５ 

❶令和５年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約） 
  ①①  研研究究開開発発課課題題  
エビデンスを基に議論を積み重ね，国際社会で活躍するグローバルサイエンスリーダーの育成  
 
  ②②  研研究究開開発発のの概概要要  
科学的な現象だけではなく幅広く身の回りの社会的事象等に対して，常識にとらわれない多角的な

視点をもち，それらに対し科学的根拠をもって検証・対応をすることができる生徒を育成するため

に，学校の体制を整えながら次の研究を実施する。 
 
（１） データ分析能力を育成する学校設定科目「ＭＤＳ基礎＊」の研究・開発 

「情報Ⅰ」と「数学Ⅰ」のデータの分析を融合した学校設定教科においてχ二乗検定など

の統計学的検定法を学び，アンケート調査のデータ分析に活用したＰＢＬの中で論理的な

思考力や判断力を培う。 
（２） 課題探究能力を高めるための諸活動の研究・開発 

（学校設定科目「ＭＤＳ探究＊」に該当） 
１年次の「ＭＤＳ基礎」で培った思考力・判断力・表現力や，統計学の手法やプログラミン

グの能力を活かしながら課題研究の深化を図る。 
（３） 発信力の強化とグローバルな視点の育成のための諸活動の研究・開発 

（学校設定科目「ＭＤＳ発展＊」に該当） 
英語での科学論文作成を通して研究成果を整理・表現する方法を学ぶとともに，論理的な

文章の作成方法を身に付け，海外の学生にも紹介できるような英語力，コミュニケーショ

ン能力を育成する。 
（４） 多様な視点と寛容な心をもった人材の育成のための研究・開発 

国際交流や講演会等を通して，様々な事象に対する興味や関心を高め，自発的に物事の関

係性を追い求める心の育成を図る。 
 
＊ＭＤＳ・・・Miirino＝美入野 Data Science の略 

  本校の所在地が「美入野」と呼称されることがあるためこの名称としている。 
  ③③  令令和和５５年年度度実実施施規規模模  
第１学年全員２１０名，および第２学年理数科３６名，第３学年理数科２５名を主たる対象者とし

て実施する。 

学科・コース 
１年生 ２年生 ３年生 計 

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 

普通・理数科 ２１０ ６     ２１０ ６ 

理数科   ３６ １ ２５ １ ６１ ２ 
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 ④④  研研究究開開発発のの内内容容  
○研究開発計画 

第１年次 
（平成３０年

度） 

平成３０年度入学者に対し「ＭＤＳ基礎」を実施。第２学年理数科におけ

る課題研究についても，全体計画に適合する部分からサポートを進める。次

年度以降に課題研究の発表をする時期や，場所についての検討を進める。 
第２年次 

（令和元年度） 
 

旧来１単位で実施していた第２学年理数科の課題研究を本事業における

学校設定科目「ＭＤＳ探究」（２単位）として改変し，更なる研究の充実を

図るとともに，校内の体制を見直しＳＳＨ推進部を設置することで，生徒へ

の支援を充実させる。また，生徒の研究の成果を発表する機会を増やし，よ

り高次なプレゼンテーション能力の育成を図る。 
それと並行して前年度の実施状況を鑑み，「ＭＤＳ基礎」の年間計画の見

直しを進め，１年間を通した学習計画を策定する。 
第３年次 

（令和２年度） 
 

第３学年理数科の「ＭＤＳ発展」において，課題研究の成果を英語で発信

する能力の育成に取り組む。 
「ＭＤＳ基礎」，「ＭＤＳ探究」，「ＭＤＳ発展」の時間を共通化するこ

とで，上級生と下級生が交流する機会を設け，学年の垣根を越えた指導体制

を確立する。 
前年度までの実施状況を踏まえ，５年目に３年生を迎える令和２年度入学

生に対する全体的な計画の見直しを進め，完成形を構築する。 
第４年次 

（令和３年度） 
 

国外における発表の場を広げ，継続的な交流ができる環境を整える。 
理数科ばかりではなく，普通科理型に所属する生徒の積極的な参加と協力

を促すとともに，教育課程についても見直しを行いＳＳＨの事業拡充を検討

する。 
第５年次 

（令和４年度） 
ＳＳＨ事業第Ⅱ期への申請に向け，普通科の生徒を対象に含めた体制のあ

り方について検討を深める。 
経過措置 1 年次 
（令和５年度） 

本年 

事業計画を見直し、より具体的かつ実効性のある計画に修正することでＳ

ＳＨ事業第Ⅱ期の申請を目指す。 

○教育課程上の特例 
学科・コース 開設する科目名 単位数 代替科目名 単位数 対象 
普通・理数

科  

ＭＤＳ基礎  ３  総合的な探究の

時間  

１  １学年 

情報Ⅰ  ２  
ＳＳ数学Ⅰ  ４  数学Ⅰ  

数学Ⅱ  
３  

１ 
１学年普通科 
 
１学年理数科 理数数学Ⅰ  ４  

ＳＳ物理基礎  ２  物理基礎  

理数物理  
２  １学年 

ＳＳ生物基礎  ２  生物基礎  

理数生物  
２  １学年 

Ｓ Ｓ 英 語 コ ミ ュ

ニケーションⅠ  
３  英 語 コ ミ ュ ニ ケ

ーションⅠ  
３  １学年 

理数科  ＭＤＳ探究  ２  保健  １  ２学年 
理数探究  １  

ＳＳ物理  ２  理数物理  ２  ２学年 
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ＳＳ化学  ３  理数化学  ３  ２学年 
ＳＳ生物  ２  理数生物  ２  ２学年 
ＳＳ地学  ３  理数地学  ３  ２学年 
Ｓ Ｓ 英 語 コ ミ ュ

ニケーションⅡ  
４  英 語 コ ミ ュ ニ ケ

ーションⅡ  
４  ２学年 

ＭＤＳ発展  １  理数探究  １  ３学年 
ＳＳ物理  ４  理数物理  ４  ３学年 
ＳＳ化学  ４  理数化学  ４  ３学年 
ＳＳ生物  ４  理数生物  ４  ３学年 
ＳＳ地学  ４  理数地学  ４  ３学年 

 

○令和５年度の教育課程の内容のうち特徴的な事項 

 
課題研究に関する教科・科目 

学科・ 

コース 

第１学年 第２学年 第３学年 対 象 

教科・科目名 

単

位

数 

教科・科目名 

単

位

数 

教科・科目名 

単

位

数 

 

普通・ 

理数科 
ＭＤＳ基礎 ３     １年生全員 

理数科   ＭＤＳ探究 ２ ＭＤＳ発展 １ 
２・３年生 

理数科 

 
ＭＤＳ基礎 
１学年全員を対象として，「情報Ⅰ」２単位と「総合的な探究の時間」１単位を，「ＭＤＳ

基礎」３単位で代替した。科学的視点と論理的な思考力育成の基盤に統計学を据え，データ

収集と分析の手法を数学，理科，情報等の教科と連携をしながら集中的に学び，物事を客観

的に捉える能力を育成する。またデータの取り扱いに関しては，ＩＣＴ技術を活用すること

で，プログラミンング能力やデータベース技術等のコンピューターリテラシーの向上を図り，

今後到来するＡＩやビッグデータを活用した社会に対する理解を深める。また学んだ事柄に

ついては，街頭でのアンケートを実施するフィールドワーク型の演習を取り入れ，実際の事

象に適用できることを体感させる。 
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理数科は「理数数学Ⅰ」４単位で代替する。「数学Ⅰ」の学習内容に「数学Ⅱ」の学習内容

を加えることで，数学の学習内容の関連性や系統性を重視した教育課程を編成する。 
ＳＳ物理基礎，ＳＳ生物基礎 
１学年全員を対象として，「物理基礎」２単位を「ＳＳ物理基礎」で，「生物基礎」２単位

を「ＳＳ生物基礎」で，それぞれ代替する。科学的な視点に立脚して課題認識を深める姿勢

を養うとともに，積極的に実験や観察を実施することで，データのもつ意味とその活用方法

について理解を深める。 
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１学年全員を対象として，「英語コミュニケーションⅠ」３単位を「ＳＳ英語コミュニケーシ

ョンⅠ」で代替する。情報の収集や分析をし，研究成果を発表する上で必要なコミュニケーシ

ョン能力や国際感覚を育成するとともに，英語４技能の向上を図る。 
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ＭＤＳ探究 
理数科２年を対象として，「保健」１単位と「総合的な探究の時間」１単位を「ＭＤＳ探究」

で代替する。活動の中心である「課題研究」では，班ごとにテーマを設定し，研究に取り組

む過程で，科学的な技術の習得や考察力・思考力の育成を図る。また，保健的学習を通し，

健康や生活に関わる課題について適切な意志決定・行動選択ができる力を養う。年間２～３

回，大学等から講師を招聘し，模擬講義や英語による講義を通して最先端科学に触れ，大学・

学部理解や大学での研究に対する理解を深める。 
ＳＳ物理，ＳＳ化学，ＳＳ生物，ＳＳ地学 
理数科２年および普通科２年理型を対象として，「物理」「化学」「生物」「地学」各４単

位を「ＳＳ物理」，「ＳＳ化学」，「ＳＳ生物」，「ＳＳ地学」で，それぞれ代替する。科学

的根拠に基づいた課題設定，課題解決の能力を養うとともに，実験や観察を通して，データ

の分析と考察についての実践力を高める。 
ＳＳコミュニケーション英語Ⅱ 
２年生の理数科を対象として，「コミュニケーション英語Ⅱ」４単位を「ＳＳコミュニケー

ション英語Ⅱ」で代替する。ＳＳコミュニケーション英語Ⅰで身につけた能力をさらに発展

させ，理解・表現の幅を広げるとともに，科学技術や医学の分野に関する情報や考えを英語

を使って学び，それらの知識を自らの探究活動に活かすことも目標としている。 
ＭＤＳ発展 
ＭＤＳ基礎，ＭＤＳ探究で身につけてきた科学に関する基礎知識や科学的思考をさらに深化

させること，及び，生徒の国際性を涵養するために研究内容を日本語でだけではなく，英語

でもアカデミック･ライティングとしてまとめ，発表も英語で行うことを目標としている。  
○具体的な研究事項・活動内容 
（１）第１学年普通・理数科「ＭＤＳ基礎」（３単位）の実施 

❷ＳＳＨ研究開発の成果と課題の７頁以降に記載の５つのステージ構成をより効率的

に進めることができた。各ステージで例年通り統計学やプログラミング，ＩＣＴの活用に

ついて学び，現実の地域課題についてアンケート調査を実施した。その結果を分析して課

題解決を探究するという活動を行った。街頭で対面でのアンケートとＱＲコードを配付し

Google Forms を使ってインターネット経由でのアンケートを並行して行った。アンケート

を通じて，地域の方々との交流もでき，苦労しながらも充実した活動となった。また，グ

ループごとに仮説をたて，その検証となるデータを集めるためのアンケート作成やデータ

分析をすることで，論理的な思考力や発言力を身につけることができた。 
（２）第２学年理数科「ＭＤＳ探究」（２単位）の実施 

 これまで本校で蓄積されてきた「課題研究」および「ＭＤＳ探究」の流れを踏襲し，研

究内容の更なる質的向上を図った。ＩＣＴの効果的な活用を心掛け，Google ドライブ上で

研究テーマや実験方法などをグループ内で共有しながら活動を進めることができた。指導

者からは Google Classroom を通して，特に先行研究の調べ方などについての指導を受けた。

「ＭＤＳ探究テーマ発表会」や「ＭＤＳ探究中間発表会」，「ＭＤＳ探究発表会」で成果

の発表を行った。 
生徒は「ＭＤＳ基礎」で習得したデータサイエンスのスキルを研究のなかで発揮してい

た。また，先行研究の調査については教員が積極的な指導を行ったことで，全ての班が生

徒自らの興味・関心と社会的・学術的な価値が両立するようなテーマ設定ができた。各班

の発表テーマが決定した段階で，本校と連携協定を締結している秋田県立大学に支援を依

頼し，研究方法や研究結果の検証について指導していただけるように体制をつくることが

できた。今後もこの体制を維持，発展させて，さらに研究の質的向上を図りたい。 
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（３）第３学年理数科「ＭＤＳ発展」（１単位）の実施 
１年次での「ＭＤＳ基礎」，２年次での「ＭＤＳ探究」で身に付けてきた科学に関する

基礎知識や科学的思考をさらに深化させること，及び，生徒の国際性を涵養するために研

究内容をアカデミック･ライティングとしてまとめ，発表も英語で行うことを目標とした。 
加えて，１・２年生の生徒に対して研究活動を実施する上で必要な指導・助言を行うこ

とで校内での研究内容の継承と深化を図ることも目標の一つとした。 
２年次の「ＭＤＳ探究」においてグループごとに取り組んだ課題研究の内容を基にして，

発展させ，英語でレポートにまとめた。英語でのレポート作成時には，連携協定を結んで

いる秋田県立大学に講師を派遣してもらい，御指導をいただいた。何度も何度も推敲を重

ねながら，より良いレポートとなるよう努力した。さらに，完成した英語レポートを用い

て英語での発表会を実施した。今年度は国際教養大学に赴き，留学生に対して発表し，質

疑応答を行うことで，コミュニケーション能力の向上を図った。 
（４）多様な視点と寛容な心をもった人材の育成のための研究・開発 

これまでと同様に青雲の志講演会 Plus を３回計画した。第１回目は「統計学で解き明か

す科学～データサイエンス入門」を第２回目は「ムーンショット目標１がめざすアバター

とロボットによる未来社会とは？」を実施。第３回はヤクルト中央研究所の研究員による

腸内細菌に関する研究や研究者の仕事内容についての講演を計画している。 
  ⑤⑤  研研究究開開発発のの成成果果とと課課題題  
○研究成果の普及について 

対面とオンラインを併用しての発表会やホームページ等のインターネットを活用した

手段によって県内外のＳＳＨ校に本校の活動について発信・交流の場を設けている。 
昨年度までは市内の大きな施設を借り上げて実施していた第１学年の「ＭＤＳ基礎」の

成果発表会については今年度は予算の都合により校内で開催した（令和６年２月２日）。

普段はあまり機会がなく校舎まで足を運んでいただくことがなかった保護者にも多数参加

していただき，研究成果を発表することができた。昨年度までの研究成果についても学校

のホームページにすべての班の研究内容を掲載していつでも見ることができるようにして

いる。 
○実施による成果とその評価 

ＳＳＨ指定時から開設している「ＭＤＳ基礎」では，第１学年の早い段階でＩＣＴ機器

の操作や取り扱いを習得させているため，他の授業においてもＩＣＴ機器の導入が進み浸

透している（令和２年度からは Google 社より活用事例校としての認定を受けている）。 
ＩＣＴ機器の活用は授業内では特にプレゼンテーション用の資料をまとめたり，発表用の

ポスターを作成したりする過程において，旧来の手法よりも一段進んだ形での協働作業が

実現している。また，Python を用いたプログラミングによる数値シミュレーションを体験

することで，社会におけるコンピューターが果たす役割についても理解を深めることがで

きた。統計学やデータ収集と分析の手法を数学，理科，情報等の教科と連携しながら学ぶ

ことで物事を客観的に捉えることができる生徒の育成につながった。また，自らの手でデ

ータの収集，整理を行うことで統計的手法の有用性を実感するとともに，地域の問題や課

題についての理解を深めることができた。評価に関しては定期考査での筆記試験による知

識理解の到達度の確認，自己評価シートによる評価，発表会等でのパフォーマンス評価・

ルーブリック評価を行った。 
高校２年次の「ＭＤＳ探究」については，科学的視点に基づいた論理的な思考力をさら

に向上させ，表現力・コミュニケーション能力を育成するという目標に対して，授業後の

アンケートによると，生徒自身が変容を実感しているという前向きな班が多かった。目標

に沿った能力を育成するための仮説は概ね達成できたといえる。１年次で身につけた統計
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的なデータ処理・分析の手法を考察に取り入れようとする班が増えたことも成果である。

評価に関しては，指導教員によるパフォーマンス評価や教員・生徒によるルーブリック評

価を行っている。 
高校３年次の「ＭＤＳ発展」は，実際に外国人と質疑応答まで含めたコミュニケーショ

ンを行い，生徒にとっても学習効果が高かったのではと感じる。 
スライド作成および発表の練習では，相手に伝わりやすいようにスライドを推敲し，科

学的に妥当な言い回しや専門用語を探したりするなど，高いレベルの学習を行った。 
また，協力していただいた国際教養大学のＴＡは大変優秀で，ただ単に質問をしてくれ

るだけではなく，科学英語発表において大事なことは何かを，身をもって，わかりやすく

説明してくれた。想定外のレベルの高さで，生徒の表現力向上につながったと考えている。 
評価に関しては，アカデミックライティング講座，英語プレゼンテーション大会，ＭＤ

Ｓ発展発表会後のアンケートによる評価，授業時の自己評価，ルーブリック評価により目

標の到達度を判断した。 
○実施上の課題と今後の取組 

「ＭＤＳ基礎」は，１学年部が中心となりアンケート調査等のフィールドワークの指導

を行っている。アンケート実施場所の許可の確認や関係各所との連絡調整，成果発表会の

実施のマニュアル化など，年々改善してきていることが多いが，さらなる改善が求められ

る。アンケート実施後のデータの集計・整理・分析等にかなりの時間を要するため，アン

ケートの実施時期に関しても検討したい。また，街頭アンケートでは地域の方々とのふれ

あいを通して多くのことを学ばせていただいているが，テーマ設定やデータ分析後の考察

や提案の場面で，地域の現状について地元の方の声を聴く機会がもてれば，更に内容が深

まるのではと感じた。 
「ＭＤＳ探究」については，１年次で身につけた統計的なデータ処理・分析の手法を考

察に取り入れようとする班が増えた一方で，その手法を生かせていない研究もあり，課題

研究のテーマを設定する前に生徒の視野を広げる指導が必要である。多面的な指導・助言

ができるように教員の指導力を向上させることはＭＤＳ探究をより充実させる上で欠かせ

ないと考える。 
「ＭＤＳ発展」については，英語でのプレゼンテーションを経験し，新しい表現力・表

現方法を身に付けたことがグローバルな視点をもつきっかけになっている。さらに英語で

表現する経験を積ませることで，世界的な広い視野をもち社会を創造していく高い意識の

醸成につながると考える。また，グローバルな視点をもちつつ地域や秋田県の課題に気付

き，身近なところから持続可能な社会の実現に向けて課題解決に努める科学系人材の育成

に，一層力を入れていく必要がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＳＳＨ研究開発の成果と課題  
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別紙様式２－１ 

秋田県立横手高等学校 指定第１期目 ３０～０５ 
❷令和５年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発の成果と課題 

 ①①  研研究究開開発発のの成成果果  
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「エビデンスを基に議論を積み重ね，国際社会で活躍するグローバルサイエンスリーダーの育成」 
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もち，エビデンス（科学的根拠）を基にした論理的な判断力を身に付けた人材の育成。  
（２）物事を素直に見つめる純粋な精神とともに，常に疑問点や改善点を見いだしていこうとする
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３３  研研究究開開発発のの目目標標  

科学的な思考力で物事の因果関係を冷静に判断する力を養い，横手高校生として社会の発展と向
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・ 様々な事象や性質を「データ」という形に変換する過程で，多面的な視点をもつことの重要性

を理解し，複数の視点から判断する力を育成する。 
・ データを正しく読み取り整理する力を身に付けることにより，エビデンスに基づいた分析と

考察を通して物事の因果関係を明確にする力を養い，将来の研究者としての基盤を育成する。 
・ データの分析にコンピューターを活用することで，ビックデータやＡＩにも対応するコンピ

ューターリテラシーの養成をする。 
（２）『科学的態度の養成』 
・ 常識にとらわれずあらゆる事柄に対して疑問をもち，自発的に物事の関連性を追い求める心

を育成する。 
・ 全体を俯瞰する広い視野をもち，人文科学・社会科学的な視点も取り入れながら課題に取り組

み，解決していく態度の育成。 
（３）『国際感覚の伸長・社会的責任の自覚』 
・ 現在の科学や技術が先人達の努力の結晶であることを理解し，それを引き継ぎ，さらに発展さ

せていく次世代の研究者を目指す人材であることの自覚をもたせる。 
・ 地域社会に積極的な関わりをもつことで社会の一員であることの自覚を促し，広い視野に根

ざした国際感覚を伸長するとともに，科学的倫理観をもって研究に取り組む態度の育成。 
４４  研研究究開開発発のの内内容容おおよよびび成成果果  

（（１１））デデーータタ分分析析能能力力をを育育成成すするる学学校校設設定定科科目目「「ＭＭＤＤＳＳ基基礎礎」」（（１１年年生生３３単単位位））のの研研究究・・開開発発  

 研究開発の目的（１）において設定した『論理的思考力』を実践的に育成するため，教育課程を

５つのステージに分けて実施する。初期（第１・第２ステージ）は「情報」や「数学１」で取り扱

われている基礎的なスキルを習得させる。第５ステージでは生徒自身で課題を設定し，探究活動を

通して論理的思考力を高める。 
第第１１スステテーージジ（（情情報報ⅠⅠ  情情報報分分野野のの基基礎礎をを学学ぶぶ）） 
 ＩＣＴスキルの習得が主な目的である。「情報Ⅰ」の学習内容をベースに，全員に貸与されてい
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る Chromebook の使い方や使用上の注意，インターネットを活用する際のマナーなど，情報化社会

を生きていくための基礎的なリテラシーの育成に主眼をおいて実施した。また，表計算ソフトを用

いたデータ処理の基礎演習を実施し，基礎的なＩＣＴスキルを習得させることができた。 
第第２２スステテーージジ（（数数学学ⅠⅠ  デデーータタのの分分析析）） 
 数学Ⅰ「データの分析」の内容を実践的に学ぶ。第１ステージで学習した Google Sheets（表計算

ソフト）をデータの分析に活用する。気象庁が提供している気象情報データ等を題材に，ヒストグ

ラム，代表値，標準偏差，相関関数などの記述統計学分野の基礎事項に関する演習を実施した。デ

ータを可視化することにより，データが持つ意味を考える思考力を養うことができた。 
第第３３スステテーージジ（（ププロロググララミミンンググ言言語語「「Python」」）） 
 データサイエンス分野における代表的なプログラミング言語「Python」の基礎スキルを習得させ

る。変数・リストの取り扱いから始め，for 文と if 文を用いた制御構文を習得させ，論理的思考力 
の育成を図る。第３ステージ後半は，制御構文の応用としては古典的な「Buzz Fizz ゲーム」や，

「モンテカルロ法による円周率の算出」などの演習を実施した。これらの演習において，生徒に適

切なアルゴリズムを考えさせるなどの取り組みを行い，論理的思考力を育成することができた。  
第第４４スステテーージジ（（秋秋田田県県立立大大学学教教授授にによよるる講講義義・・演演習習）） 
 第５ステージの実施に向け，秋田県立大学の講師による講義・演習を実施する。適合度検定や独

立性の検定など，高校の学習範囲を超えた内容を取り扱う。特に独立性の検定について丁寧に指導

していただいた。また，アンケート調査に関する実践的な内容についての講義も実施した。データ

の集計方法や，検定処理後の分析に有効な残差分析など，高度な内容を身に付けることができた。 
第第５５スステテーージジ（（ＦＦＴＴＤＤＣＣ  Field Trip for Data Collection）） 
 ＰＢＬを通して，第４ステージまでに学習した内容を実際に活用し，理解を深める。正解の無い

課題と対峙し，試行錯誤を繰り返しながら学習を進めることで論理的な思考力や課題を発見する力

を育み，能動的な探究者を育成することを目的とする。７名程度の研究班単位で，テーマの設定，

アンケート用紙の作成，アンケートの実施と集計・分析，そしてその研究成果の発表という流れで

学習を進める。 
 テーマ設定の場面では，クラス単位での中間発表会を２回実施した。クラスメイトからのアドバ

イスを参考にしながら軌道修正を行った。 
 アンケートの作成と実施にあたっては，アンケート実施場所への活動許可を取るなど，校外の活

動が増える。各クラスの担任・副担任・学年主任を交え，学年部全体で生徒の活動をサポートした。 
 成果発表の場面では，著作権の取り扱いについての指導を行った。スライドとポスター資料の両

方において，どのような場面で著作権の問題が生じるのかを具体的に考えさせることで，著作権保

護に関する意識の定着を図った。成果物の完成後は，クラス内での発表を経て，クラス代表を選抜

し，保護者も招待して発表する機会を設けた。 
仮説と５つのステージとの関係は以下の通りである。ステージ１から３は主に仮説の１の検証に

充てられ，ステージ４が仮説２の検証に充てられている。仮説３に関しては，特定のステージに充

てるのではなく，年間を通して検証する。 
評価に関しては各ステージの内容に応じた様々な評価方法を取り入れている。ステージ１から３

では数学や理科・情報の知識理解が中心となるため，第２，４，５回の定期考査に組み込み，筆記

試験でその到達度を確認している。また，各ステージ終了後に生徒に自己評価シートを配付・回収

し，評価に反映させている。第４から５ステージでは，各クラス７名の班に分け，班でテーマを考

えて発表会を実施しているが，その班ごとの評価にはルーブリック表を生徒にも配付し，自己評価

も含めて振り返りを行っている。生徒が行う評価と教師の評価はほとんど変わらないことが多く，

物事に対する冷静な評価能力も身についていることを実感している。 
（（２２））課課題題探探究究能能力力をを高高めめるるたためめのの諸諸活活動動のの研研究究・・開開発発  

第２学年理数科「ＭＤＳ探究」，第３学年理数科「ＭＤＳ発展」において課題研究を実施する。
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また，各教科・科目における授業改善に取り組むとともに，課題探究能力を高めるために外部機関

と連携した活動や教育課程外の活動の研究・開発を進める。高校生とは違う立場や年代の人々と交

流を進めることで視野を広げ柔軟な思考力を育成するとともに，新たな気付きや疑問を促し将来の

進路選択のための基盤を作る。 
学学校校設設定定科科目目「「ＭＭＤＤＳＳ探探究究」」（（第第２２学学年年理理数数科科，，２２単単位位））  

１年次「ＭＤＳ基礎」で身に付けたデータ処理・分析の手法を基にして，自らテーマを決定し，

課題を設定して課題研究を進めた。秋に行われる秋田県理数科連絡協議会が主催する「理数科合同

研修会」を研究成果の中間発表の場として位置付け，表現力・コミュニケーション能力の育成を図

った。また，各種研究発表会への参加や科学コンクールへの応募も視野に入れながら研究成果をま

とめていくことで，発信力の強化を図った。また，課題探究能力を高めるために外部機関と連携し

た活動や教育課程外の活動の研究・開発を進めた。地域の保健・医療機関の活用及び地域の食生活

や健康課題をデータ分析により考察し，改善策について仮説を立て検証を図ることにより，「保健」

の目標である「生涯を通じて自らの健康を適切に管理し，改善していく資質や能力を育てる」を達

成することができた。 

ⅠⅠ  ＭＭＤＤＳＳ探探究究中中間間発発表表会会  

理数科２年生がこれまで取り組んできた課題研究の成果をまとめ発表することでプレゼンテー

ション能力の育成を図る。また，先輩からの質疑応答や博士号教員の指導・助言をもとに，さらに

研究を発展させるきっかけとする。 
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（（３３））発発信信力力のの強強化化ととググロローーババルルなな視視点点のの育育成成ののたためめのの諸諸活活動動のの研研究究・・開開発発  
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ニケーション力・領域融合的な視点や協調性，リーダーシップ等）が育成されたかどうかを検証す

る。高校２年次「ＭＤＳ探究」で取り組んだ課題研究の成果を英語で表現する活動を主軸とする。

それに必要な英語スキルを実践的に習得できるようにカリキュラムを編成した。  

ⅠⅠ  アアカカデデミミッッククラライイテティィンンググ講講座座  

海外での研究経験が豊富な講師から指導を受けることで新たな気付きを得た。生徒は ROOM１～

５に別れ，それぞれ発表と質疑を行った。審査員からは「スライドを含めてよく練られたプレゼン

だった」，「難しい内容を分りやすくまとめていた」，「質疑にも適切に答えていた」，「発表者

３人がアクティブに質疑に参加できればもっと良かった」など講評をいただいた。発表を終えて，

度胸がついたことを感想としてあげており，積極性という点でコミュニケーション力の向上につな

がったと感じられる。 

ⅡⅡ  ＭＭＤＤＳＳ発発展展発発表表会会  

国際教養大学を訪問し，２名のサポートスタッフ，４名の留学生に発表に協力してもらった。普

段と違う場所で，初めて会った人達に対するプレゼンテーションを行い，生徒全員が発表の機会を

もてたことは貴重な経験であった。国際教養大学の学生は，ただ質問してくれただけでなく英語発

表において大事なことは何かを，身をもってわかりやすくアドバイスをしてくれた。終始和やかな

雰囲気で，発表や質疑を楽しんでいるような時間はこれまでの研究への労いの時間に思われた。 

（（４４））多多様様なな視視点点とと寛寛容容なな心心ををももっったた人人材材のの育育成成ののたためめのの研研究究・・開開発発  

高校生はともすると同種，同年代の狭い付き合いの中から自己の価値観を固定してしまう傾向が

ある。幅広い年代や，異なる文化的背景をもった人々と交流を深めることで多様な視点を育むとと

もに，寛容な心をもって人に接することができるような人材を育成する。 

校内では学年間の交流を今まで以上に深め，積極的に校外や海外の人々との交流を進めることで

多様な視点を育むとともに，異文化に対する理解と寛容な心の伸長を図る。また，本校が輩出して

きた卒業生が社会で活躍している様子を伝えることで，日本，あるいは国際社会の中における自ら

の役割について考えさせる。 

「「青青雲雲のの志志講講演演会会 PPlluuss」」  

社会の第一線で活躍する方々を講師として招き，科学技術や情報科学についてのお話を伺い，本

校の「指針となることば」のひとつである『青雲の志』を育む。 

ⅠⅠ  第第１１回回青青雲雲のの志志講講演演会会 PPlluuss  

 第１回では，1 年生が履修する「ＭＤＳ基礎」に関連する統計学をテーマに講演を実施し，統計

学の基本知識を得るとともに生徒のデータサイエンスへの関心を高める機会とする。 

統計を学び始めた生徒たちにとって難しい内容と感じる部分もあったようだが，講義を受けたこ

とで身近な検証やデータ分析において統計が多く用いられていることを実感することができた。こ

の後に実施のＭＤＳ基礎の第４ステージ「秋田県立大学での講義・演習」や第５ステージ「ＦＴＤ

Ｃ（アンケート調査と研究発表）」に向けて興味や意欲を高めることができた。 

ⅡⅡ  第第２２回回青青雲雲のの志志講講演演会会 PPlluuss  

内閣府の政策の 1 つである「ムーンショット型研究開発」の目標１のプログラムディレクターを

務める大阪芸術大学の萩田紀博教授から御講演いただいた。「身体，時間・空間，脳から解放され

た生活」は便利で画期的なものである反面，人らしく生きられるのかという不安や疑問を生じさ

せ，生徒に様々な考えを抱かせる機会となった。多くの生徒がこれらのプロジェクトに関心を持

ち，未来を生きるうえで革新的な技術が必要不可欠であることを知った。一見，達成不可能とも思

える目標だが，研究者をはじめとする多くの人々の思いと技術によって実現できること，その 2050

年に自分がどう生きるのかを考えるきっかけになった。 

ⅢⅢ  第第３３回回青青雲雲のの志志講講演演会会 PPlluuss（（予予定定））  

第３回では，ヤクルト中央研究所の研究員による腸内細菌についての講義，研究職の仕事内容と

やりがい等について実施する。 
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理理数数科科東東北北大大学学模模擬擬講講義義  

松浦先生の講義では，光のもつ特徴やその利用の方法など光技術の基礎となる原理やしくみを教

えていただいた。特に色(光)を認識するしくみと進化の関係について知り，生徒はとても驚いてい

た。また，内視鏡やレーザー治療，体内の酸素濃度を測定するパルスオキシメーターも光技術を応

用したものであると知ることができた。特に，医学と工学の融合である医工学研究の発展が現代の

医療現場を支えていることを実感した生徒が多く，工学と医療との深い関係に様々な気づきを得る

ことができた。 
科科学学のの甲甲子子園園秋秋田田県県予予選選会会  

今年度は，出場チームの制限がなくなり，募集をかけたところ，これまでの最多の応募があった。

実技競技は思考力，計算力，手先の器用さが必要とされる課題であった。指示文を理解するまでに

相応の時間を要する出題内容であったが，日頃から鍛えた理解力が発揮された。筆記競技は，各チ

ームとも知恵や能力を出し合いながら真剣な表情で問題と向き合っていた。互いに協力しながら問

題解決に向けて活発に意見交換しながら考察しており，科学分野への興味・関心を高めることがで

きた。また，生徒たちからは「協力して問題を解く過程が面白かった」という感想が多かった。 
東東北北地地区区ササイイエエンンススココミミュュニニテティィ研研究究発発表表会会  

東北地区のＳＳＨ指定校など，理数系の課題研究に積極的に取り組んでいる高校生が互いに研究

成果を発表し，発表者との対話を通じて相互交流や切磋琢磨することで，これからの活動や研究の

活性化を図ることを目的として実施しており，理数科２年生全員に他県の学校の発表を聞かせるこ

とができた。口頭発表やポスター発表では，様々なアプローチで課題研究に挑戦する他校の生徒の

姿勢に刺激を受け，科学に対する興味関心をさらに向上させた。 
  ②②  研研究究開開発発のの課課題題   
（（１１））デデーータタ分分析析能能力力をを育育成成すするる学学校校設設定定科科目目「「ＭＭＤＤＳＳ基基礎礎」」（（１１年年生生３３単単位位））のの研研究究・・開開発発  

ＭＭＤＤＳＳ基基礎礎  

 街頭でのアンケート調査の活動は，１学年部が中心となって実施しており，毎年改善を繰り返し

ながら，アンケート実施場所の許可確認，ＭＤＳ基礎成果発表会の実施などマニュアル化されてい

る。アンケート実施後のデータの集計・整理・分析に，もう少し時間をかけられればと感じたので，

アンケートの実施時期をもっと早めに設定できればと考えている。また，街頭アンケートでは地域

の方々とのふれあいを通して多くのことを学んでいるが，テーマ設定やデータ分析後の考察や提案

の場面で，地域の現状について地元の方の声を聴く機会をもてば，更に内容が深まると感じる。 
 来年度からは，１年次の「ＭＤＳ基礎」の単位数も増え，普通科２年次，３年次で「ＭＤＳ探究

Ｂ」，「ＭＤＳ発展Ｂ」が実施される。これらをつなげて３年間で目指す資質・能力を育成できる

よう取り組んでいきたい。 
（（２２））課課題題探探究究能能力力をを高高めめるるたためめのの諸諸活活動動のの研研究究・・開開発発  

ＭＭＤＤＳＳ探探究究  

生徒の自己評価では，課題研究を通じて科学的分野への興味・関心が高まり，論理的思考力や表

現力を向上させることができたという回答が多かった。したがって，目標に沿った能力を育成する

ための仮説１と仮説２は概ね達成できたといえる。しかし，自分達が研究した内容がグローバルな

社会問題にどのように関係しているかまで考察に至っていない。教員や外部の人材からの働きかけ

を通して，探究の成果の意義をとらえなおすことのできる活動内容に改善する必要がある。  
（（３３））発発信信力力のの強強化化ととググロローーババルルなな視視点点のの育育成成ののたためめのの諸諸活活動動のの研研究究・・開開発発  

ＭＭＤＤＳＳ発発展展  

学年末のアンケート調査では，学んだことを応用する事への興味，他者の意見への興味や国際性

を挙げた生徒が増えている。英語でのプレゼンテーションを経験し，新しい表現力・表現方法を身

に付けたことがグローバルな視点をもつきっかけになった。今後は，英語で発表する活動のさらな

る充実が求められる。 
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（（４４））多多様様なな視視点点とと寛寛容容なな心心ををももっったた人人材材のの育育成成ののたためめのの研研究究・・開開発発  

青青雲雲のの志志講講演演会会 PPlluuss  

ＭＤＳ基礎で習得したスキルを２年次の探究活動でどのように活かしていくのかが課題である。

校内で収集できるデータの量には限りがある。インターネットを通して得られるビッグデータをど

のように分析し，利用について判断していくのかを生徒自身が考えねばならない時代となった。デ

ータを正しく取り扱うための知識と姿勢を身に付けさせたい。 

科学に関わる探究活動のテーマとして，科学技術の進歩や地球環境問題など様々ものがある。そ

れらを単なる知識として終わらせずに実践知として身に付ける必要がある。そこには必ず人の思い

や生き方，人の行いが関係していることに気づかせなければならない。今回は，映画や漫画の中の

世界と思っていた道具や技術が研究と技術開発によって現実になることを知ることができたこと

は大きな成果である。では，そうした技術をどう活用するのかを考えるのが人間の仕事であると考

えたときに，自分事として社会に参画する意欲や熱意をもってほしい。サイエンスリーダーを育て

るためには最先端技術に関心を持たせるだけでなく，多様な視点から物事を捉える力を養えるよ

う，これからも講演内容を検討していきたい。 

理理数数科科東東北北大大学学模模擬擬講講義義  

 これまで，工学に関するテーマで模擬講義を依頼してきた。工学といっても様々な研究がおこな

われており，高校の分野の物理・化学・生物に広く関係している。医工学は身近なところで利用さ

れていることから興味がもてるだけでなく，新しい知識として理解しやすい。今後もどのような分

野・内容の講義を依頼するかは大きな課題であると考える。また，この講義が進路選択にどのよう

に影響しているかも検証していきたい。 
科科学学のの甲甲子子園園秋秋田田県県予予選選会会  

 参加者に対して，事前学習の呼びかけや指示をしているが，２年生の学校行事と重なり十分に対

策できていない。科学分野の知識の活用の仕方について強化してから臨む必要性を強く感じた。上

位入賞を果たすには，日頃から思考力や問題解決力を高めるような授業や活動を作り上げる学校と

しての取り組みも必要であると考える。また，一度経験した生徒達が核となって自主的に参加し，

後輩に対し事前指導するなど，生徒主体の組織作りができればもっと多くの生徒に科学の面白さを

伝えられるのではないかと思う。 
東東北北地地区区ササイイエエンンススココミミュュニニテティィ研研究究発発表表会会  

 グローバルサイエンスリーダーを目指すために，今後は課題研究のテーマ設定として地域の問題

を解決するという社会的な視点も必要だと他校の発表を聞いて感じた。 
海海外外ととのの交交流流事事業業  

今年度は国際教養大学で留学生と交流するなど，対面での国際交流を実施することができた。海

外に目を向けた教育体制を構築することは喫緊の課題ではあるが，時期や費用面でまだ乗り越えて

いかなければいけない課題も多い。Ⅱ期では海外研修①，②に分けて計画し，海外研修①では北米

やヨーロッパ等の科学技術の先進国を訪問し，研究機関や企業の見学と科学技術重点校とのワーク

ショップを行う計画である。また，海外研修②ではアジアを念頭に科学技術重点校との姉妹提携を

実施し，相互交流を活発にする計画を進めている。 
※※全全校校体体制制のの構構築築  

 ＳＳＨ事業実施当初は１５名の推進部員が運営を行っていたが，中間評価で全校体制での取り組

みになっていないとの指摘を受けた。令和４年度からは全教職員が「ＳＳＨ推進委員会」に所属す

る体制とした。第１学年で実施している「ＭＤＳ基礎」は実施６年目を迎え，職員間でのカリキュ

ラムの周知や，学年部との協力体制が確立している。Ⅱ期目は普通科における課題研究を整備し，

校内一貫した体制で生徒を育てていく全校体制を早く確立することが望まれる。さらに，教科間の

連携も見直しを進めて，有機的なつながりをもってより一層協力をしながら生徒を育てていく体制

の強化を図る必要がある。 
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（（４４））多多様様なな視視点点とと寛寛容容なな心心ををももっったた人人材材のの育育成成ののたためめのの研研究究・・開開発発  
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う，これからも講演内容を検討していきたい。 
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 これまで，工学に関するテーマで模擬講義を依頼してきた。工学といっても様々な研究がおこな

われており，高校の分野の物理・化学・生物に広く関係している。医工学は身近なところで利用さ

れていることから興味がもてるだけでなく，新しい知識として理解しやすい。今後もどのような分

野・内容の講義を依頼するかは大きな課題であると考える。また，この講義が進路選択にどのよう

に影響しているかも検証していきたい。 
科科学学のの甲甲子子園園秋秋田田県県予予選選会会  

 参加者に対して，事前学習の呼びかけや指示をしているが，２年生の学校行事と重なり十分に対

策できていない。科学分野の知識の活用の仕方について強化してから臨む必要性を強く感じた。上

位入賞を果たすには，日頃から思考力や問題解決力を高めるような授業や活動を作り上げる学校と

しての取り組みも必要であると考える。また，一度経験した生徒達が核となって自主的に参加し，

後輩に対し事前指導するなど，生徒主体の組織作りができればもっと多くの生徒に科学の面白さを

伝えられるのではないかと思う。 
東東北北地地区区ササイイエエンンススココミミュュニニテティィ研研究究発発表表会会  

 グローバルサイエンスリーダーを目指すために，今後は課題研究のテーマ設定として地域の問題

を解決するという社会的な視点も必要だと他校の発表を聞いて感じた。 
海海外外ととのの交交流流事事業業  

今年度は国際教養大学で留学生と交流するなど，対面での国際交流を実施することができた。海

外に目を向けた教育体制を構築することは喫緊の課題ではあるが，時期や費用面でまだ乗り越えて

いかなければいけない課題も多い。Ⅱ期では海外研修①，②に分けて計画し，海外研修①では北米

やヨーロッパ等の科学技術の先進国を訪問し，研究機関や企業の見学と科学技術重点校とのワーク

ショップを行う計画である。また，海外研修②ではアジアを念頭に科学技術重点校との姉妹提携を

実施し，相互交流を活発にする計画を進めている。 
※※全全校校体体制制のの構構築築  

 ＳＳＨ事業実施当初は１５名の推進部員が運営を行っていたが，中間評価で全校体制での取り組

みになっていないとの指摘を受けた。令和４年度からは全教職員が「ＳＳＨ推進委員会」に所属す

る体制とした。第１学年で実施している「ＭＤＳ基礎」は実施６年目を迎え，職員間でのカリキュ

ラムの周知や，学年部との協力体制が確立している。Ⅱ期目は普通科における課題研究を整備し，

校内一貫した体制で生徒を育てていく全校体制を早く確立することが望まれる。さらに，教科間の

連携も見直しを進めて，有機的なつながりをもってより一層協力をしながら生徒を育てていく体制

の強化を図る必要がある。 
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第１章 研究開発の課題 

  

研研究究開開発発題題目目  

「エビデンスを基に議論を積み重ね，国際社会で活躍するグローバルサイエンスリーダーの育成」 

  

研研究究開開発発のの目目的的・・目目標標  

科学的な現象だけではなく身の回りの社会的事象等に対して，常識にとらわれない多角的な視点を

持つことで，疑問点や改善点を提起し，それらに対し科学的根拠を持って検証・対応をすることがで

きる国際社会で活躍する人材の育成。 

  

研研究究開開発発のの仮仮説説  

世界を見据え広い視野を持って課題に取り組む姿勢が不足している。データを自らの手で収集し，

正しく分析する視点を持つことで，単なる観察に終始せず目的意識を持った探究活動を積み重ねるこ

とができるようになる事が期待される。 

  

研研究究開開発発のの内内容容・・実実施施方方法法  

２年次以降の課題研究を実施するための基礎として，１年次の学校設定科目「ＭＤＳ基礎」におい

てデータ収集と分析の手法を数学，理科，情報等の教科と連携をしながら学ぶことで物事を客観的に

捉える能力を育成する。 

２年次の「ＭＤＳ探究」と３年次の「ＭＤＳ発展」では 1 年次に身に付けたデータ分析の手法を基

礎にしてより深化した課題研究に取り組むことで科学的な視点と論理的な思考力および発信力を育成

する。 

  

研研究究開開発発のの概概要要  

研究開発課題達成のため，統計学の基本を学びデータの分析能力を向上させ，客観的かつ多面的な

視点を育むとともに，課題の本質を見いだし，その課題の解決に必要な資質能力を有する国際社会で

活躍する科学系人材の育成に向けて，次の４つの研究テーマを設定して研究に取り組んだ。以下，研

究テーマ毎にその主な実践内容について示す。 

 

１．「データ分析能力を育成する学校設定科目「ＭＤＳ基礎」（１年）の研究・開発」 

科学的視点と論理的な思考力を育成する基盤として統計学を据え，データ収集と分析の手法を数学，

理科，情報等の教科と連携をしながら集中的に学ぶことで物事を客観的に捉える能力を育成する。ま

た，データの取り扱いにおいてはＩＣＴ技術を活用することで，プログラミング能力やデータベース

技術等のコンピューターリテラシーの向上を図り，ＡＩやビッグデータを活用した社会に対する理解

を深める。 

また，データの収集，整理を自分の手で行うことで統計的手法の有用性を実感するとともに，地域

の問題や課題についての理解を深めて地域社会の一員であることの自覚を促す。 

「ＭＤＳ基礎」は１年次において３単位で実施するが，前半に数学Ⅰで学習する分散や相関係数等

の統計学の基礎的な学習を「ＳＳ数学Ⅰ」の授業と連携して進め，「ＳＳ物理基礎」「ＳＳ生物基礎」

において，データが表現する意味や解釈の仕方について学ぶ。その後，データの収集と分析にＩＣＴ

機器を活用する手法とプログラミングを活用することでビッグデータにも対応し得るコンピューター

リテラシーを育成する。 

基礎的な学習の後に，秋田県立大学の協力による講義・実習を行い，検定や推測統計に関する理解

を深める。その後，実践的な活用例として身近な問題に対してそれぞれがテーマ設定を行い，自分達

で実際にデータを集めて統計学的な分析を進める。どのデータに着目し，どのような着眼点で分析を

－ 13 －



- 14 - 
 

進めるべきかを生徒自身に考えさせることで統計学に対する理解を深めるとともに，目的意識をもっ

た学習を進める姿勢を育成する。また，分析対象として身近な問題を取り上げることで地域が抱える

問題を多角的に理解し，自らがその解決の一翼を担う立場であることに気付かせる。また，その調査

結果について分析した結果をまとめ，発表することで表現力の向上とプレゼンテーション能力の育成

を図る。 

データ収集から整理，分析を経てプレゼンテーションまでの一連の流れを実際に体験することで，

次年度以降本格的に実施する課題学習に対するビジョンをもたせる。 

 

２．「課題探究能力を高めるための諸活動の研究・開発」 

第２学年理数科「ＭＤＳ探究」，第３学年理数科「ＭＤＳ発展」において課題研究を実施する。ま

た，各教科・科目における授業改善に取り組むとともに，課題探究能力を高めるために外部機関と連

携した活動や教育課程外の活動の研究・開発を進める。高校生とは違う立場や年代の人々と交流を進

めることで視野を広げ柔軟な思考力を育成するとともに，新たな気付きや疑問を促し将来の進路選択

のための基盤を作る。 

自分の興味関心に基づいた研究テーマで課題研究を実践することで，科学的探究心や問題解決能力の

育成を図る。また，日常生活では得られない学問的な刺激を受けることで，探究活動への意欲と関心

を高めるとともに，学問を学ぶ意義や社会全体に対して自分が果たすべき役割について考える機会を

もたせる。 

 

３．「発信力の強化とグローバルな視点の育成のための諸活動の研究・開発」 

科学を媒介とした言語活動を充実させることで，表現力の向上とコミュニケーション能力が高めら

れ，領域融合的な視点や協調性，リーダーシップが育成される。他者との意見交換を進めることで，

新たな気付きを促し，自己満足に陥らない客観的な視点をもった探究者を育成する。また，母国語以

外の言語を積極的に使うことで，グローバルな視点をもって物事を俯瞰することができる探究者を育

成できる。 

「ＦＴＤＣ」や「課題研究」で得られた成果を分かり易く他に伝えるために必要な手段と方法を身に

付け，実践する。また，コミュニケーションツールとしての英語を活用できるように，異なる文化を

基盤とした相手とも意見交換ができるような機会をもたせる。 

 

４．「多様な視点と寛容な心をもった人材の育成のための研究・開発」 

高校生はともすると同種，同年代の狭い付き合いの中から自己の価値観を固定してしまう傾向があ

る。幅広い年代や，異なる文化的背景をもった人々と交流を深めることで多様な視点を育むとともに，

寛容な心をもって人に接することができるような人材を育成する。 

校内では学年間の交流を今まで以上に深め，積極的に校外や海外の人々との交流を進めることで多様

な視点を育むとともに，異文化に対する理解と寛容な心の伸長を図る。また，本校が輩出してきた卒

業生が社会で活躍している様子を伝えることで，日本，あるいは国際社会の中における自らの役割に

ついて考えさせる。 
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第２章 研究開発の経緯 

 

 １１．．研研究究開開発発課課題題にに対対応応すするる学学校校設設定定科科目目のの１１年年間間のの流流れれ  

■１年生ＭＤＳ基礎（１学年生徒全員） 

 

■２年生ＭＤＳ探究（２学年理数科） 

 

■３年生ＭＤＳ発展（３学年理数科） 

 

第１学年 

４
月 

５
月 

６
月 

７
月 

８
月 

９
月 

１
０
月 

１
１
月 

１
２
月 

１
月 

２
月 

３
月 

 
 
 
 
 
 
 
 

第２学年 

４
月 

５
月 

６
月 

７
月 

８
月 

９
月 

１
０
月 

１
１
月 

１
２
月 

１
月 

２
月 

３
月 

 
 
 
 
 
 
 
 

第３学年 

４
月 

５
月 

６
月 

７
月 

８
月 

９
月 

１
０
月 

１
１
月 

１
２
月 

１
月 

２
月 

３
月 

 
 
 
 
 
 
 
 

統計学基礎講座

ＩＣＴ機器を活用したデータ処理

『ＦＴＤＣ』統計フィールドワーク演習

データの整理・プレゼンテーション

事前学習

課題の設定

調査・検証（実験・観察）と発表準備

検証・成果のまとめ（ポスター、論文作成）

２年次の研究内容の振り返り

アカデミックライティング講座

英語論文作成と英語による発表準備

成果のまとめと活用
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進めるべきかを生徒自身に考えさせることで統計学に対する理解を深めるとともに，目的意識をもっ

た学習を進める姿勢を育成する。また，分析対象として身近な問題を取り上げることで地域が抱える

問題を多角的に理解し，自らがその解決の一翼を担う立場であることに気付かせる。また，その調査

結果について分析した結果をまとめ，発表することで表現力の向上とプレゼンテーション能力の育成

を図る。 

データ収集から整理，分析を経てプレゼンテーションまでの一連の流れを実際に体験することで，

次年度以降本格的に実施する課題学習に対するビジョンをもたせる。 

 

２．「課題探究能力を高めるための諸活動の研究・開発」 

第２学年理数科「ＭＤＳ探究」，第３学年理数科「ＭＤＳ発展」において課題研究を実施する。ま

た，各教科・科目における授業改善に取り組むとともに，課題探究能力を高めるために外部機関と連

携した活動や教育課程外の活動の研究・開発を進める。高校生とは違う立場や年代の人々と交流を進

めることで視野を広げ柔軟な思考力を育成するとともに，新たな気付きや疑問を促し将来の進路選択

のための基盤を作る。 

自分の興味関心に基づいた研究テーマで課題研究を実践することで，科学的探究心や問題解決能力の

育成を図る。また，日常生活では得られない学問的な刺激を受けることで，探究活動への意欲と関心

を高めるとともに，学問を学ぶ意義や社会全体に対して自分が果たすべき役割について考える機会を

もたせる。 

 

３．「発信力の強化とグローバルな視点の育成のための諸活動の研究・開発」 

科学を媒介とした言語活動を充実させることで，表現力の向上とコミュニケーション能力が高めら

れ，領域融合的な視点や協調性，リーダーシップが育成される。他者との意見交換を進めることで，

新たな気付きを促し，自己満足に陥らない客観的な視点をもった探究者を育成する。また，母国語以

外の言語を積極的に使うことで，グローバルな視点をもって物事を俯瞰することができる探究者を育

成できる。 

「ＦＴＤＣ」や「課題研究」で得られた成果を分かり易く他に伝えるために必要な手段と方法を身に

付け，実践する。また，コミュニケーションツールとしての英語を活用できるように，異なる文化を

基盤とした相手とも意見交換ができるような機会をもたせる。 

 

４．「多様な視点と寛容な心をもった人材の育成のための研究・開発」 

高校生はともすると同種，同年代の狭い付き合いの中から自己の価値観を固定してしまう傾向があ

る。幅広い年代や，異なる文化的背景をもった人々と交流を深めることで多様な視点を育むとともに，

寛容な心をもって人に接することができるような人材を育成する。 

校内では学年間の交流を今まで以上に深め，積極的に校外や海外の人々との交流を進めることで多様

な視点を育むとともに，異文化に対する理解と寛容な心の伸長を図る。また，本校が輩出してきた卒

業生が社会で活躍している様子を伝えることで，日本，あるいは国際社会の中における自らの役割に

ついて考えさせる。 
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 ２２．．令令和和５５年年度度のの主主ななＳＳＳＳＨＨ事事業業  

 

５月１８日     ＭＤＳ探究テーマ発表会（２年理数科） 

６月 ９日    第１回「青雲の志講演会 plus」 

「統計学で解き明かす科学～データサイエンス入門～」 

秋田県立大学 教授 木村 寛先生 （１年生全員） 

６月２８日     ＭＤＳ発展特別講義（アカデミックライティング講座） 

６月３０日     第１回ＳＳＨ運営指導委員会（秋田県庁）       

７月２２日     ３年理数科代表がＳＴＡＲＴ２０２３（英語プレゼンテーション大会）参加 

８月 ８日    神戸市で行われたＳＳＨ生徒研究発表会に３年生理数科の班代表が参加し 

 ～１０日     ポスター発表等を実施 テーマ：『毛髪の傷みと染まりの関係』 

 ８月１８日     理数科東北大学模擬講義（２年理数科、２・３年普通科理型の希望者） 

９月 ６日    ＭＤＳ探究中間発表会（２年生理数科） 

９月     ＭＤＳ基礎 秋田県立大学の先生による講義と実習 １年全員 

（９月７、８日、２７日、２９日、１０月１６日）本校大講堂を会場に実施 

９月～２月    ＦＴＤＣ（Field Trip for Data Collection） １年ＭＤＳ基礎 

秋田県立大学 嶋崎 真仁先生の指導の下、校外での統計学演習

（アンケートを主体としたＰＢＬ型学習） 

１０月２０日     令和５年度 東北地区ＳＳＨ担当者等情報交換会（福島県立安積高等学校） 

  ～２１日       

１０月２５日    ＭＤＳ探究発表会（発表：２年理数科、１、２年生全員） 

    本校体育館を会場に実施 

１１月 ２日     ＭＤＳ発展発表会 in 国際教養大学 （英語による課題研究の発表会） 

１１月 ９日     仙台第三高等学校イノベーションフェスタ（オンライン参加） 

１１月１３日    理数科合同研修会（秋田県総合教育センター） ２年生理数科 

１１月１４日    理数科合同研修会（オンライン） ２年生理数科 

１１月２１日     サイエンス・ダイアログプログラム 

１２月１１日    第２回「青雲の志講演会 plus」  

          「ムーンショット目標１がめざすアバターとロボットによる未来社会とは？」 

大阪芸術大学 芸術学部 アートサイエンス学科 

    学科長・教授 萩田 紀博 氏 

１月２６日     東北地区サイエンスコミュニティ研究発表会に２年理数科生徒が参加 

 ～２７日     （以下は実施予定） 

２月 ２日    ＭＤＳ基礎成果発表会（本校大講堂・体育館）1 年生全員 

２月１６日     第２回運営指導委員会 

２月２６日    第３回「青雲の志講演会 plus」  
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第３章 研究開発の内容 

 

１１  デデーータタ分分析析能能力力をを育育成成すするる学学校校設設定定科科目目「「ＭＭＤＤＳＳ基基礎礎」」のの研研究究・・開開発発   
 

ａａ  仮仮  説説  

 本校におけるＳＳＨ事業で１年生を対象とした学校設定科目「ＭＤＳ基礎」は，１年生すべて（普

通科・理数科）を対象として計画され本事業全体を貫く，以下の３つの仮説を意識して展開されてい

る。 
仮説１ 

  科学的視点に立脚した現状把握と課題認識のため，数学・理科・情報等の学習内容を融合した教

科・科目により，データ収集と分析の手法を集中的に学ぶことで，論理的思考力や課題を発見する

力を育成する。 
仮説２ 
 仮説１で育成したデータ分析の手法が有効であることを，実際にフィールドワークを通してデー

タの収集から分析までを他者と協働しながら実感することで，コミュニケーション能力を育成し，

能動的な探究者を育成する。また，その過程でＩＣＴ機器の積極的活用を推進する。 
仮説３ 
 仮説１，仮説２で培う科学的根拠をもった視点と，論理的な思考を用いて課題研究を実施するこ

とで，単なる観察に終始せず目的意識を持った探究活動を積み重ねることができるようになる。ま

た，その過程で高校・大学での学びと社会との密接な関係に気付き，課題解決能力やサイエンスリ

ーダーとしての資質向上と意欲を育成するとともに，自らの取り組みを国内外に発信し，交流を持

つことで国際感覚を身につける。 
 
ｂｂ  研研究究開開発発内内容容，，方方法法  

 仮説を実践・検証する方法・手順として年間を５ステージに分割し，それぞれのステージの相関を

意識した形で年間計画を策定している。初期段階は教科書レベルからはじまり，第５ステージでは解

答の無い事象について考察・検証している。 
第１ステージ（情報Ⅰ 情報分野の基礎を学ぶ）・・・仮説１ 
 第１ステージは，ＩＣＴ機器の操作の習得を核に，表計算ソフトでの基本的なデータの取り扱いを

学ぶことを目的として実施している。「情報Ⅰ」の学習内容をベースに，全員に貸与されている

chromebook の使い方や使用上の注意，インターネットを活用する際のマナーなど情報化社会を生きて

いくための基礎的なリテラシーの育成に主眼をおいて進行している。 
第２ステージ（数学Ⅰ データの分析）・・・仮説１ 
 数学Ⅰのデータの分析を教科書に沿いながら学習を進める。ただし，前のステージで学習した

Google spreadsheet（表計算ソフト）を積極的に活用し，気象庁で提供している各地点での気象情報な

どの具体的なデータを積極的に活用しながら，ヒストグラム，代表値，標準偏差，相関関数などの記

述統計学分野の基礎の習得を目指している。特にデータの可視化を意識することで，計算技術ではな

くデータが持つ意味を考えさせながら学習を進めることに力点を置いている。 
第３ステージ（プログラミング言語「Python」）・・・仮説１ 
 データサイエンスを支える柱の１つとして，プログラミング言語「Python」について学ぶ。変数・

リストの取り扱いからはじめ，for 文と if 文を用いた制御構文を学習することで，論理的な思考をす

る土台の育成を図る。 
 第３ステージ後半は，学習した内容を応用することに力点を置き，制御構文のまとめとしては古典

的な「Buzz Fizz ゲーム」をはじめ，モンテカルロ法による円周率の実験的算出を教材として取り入

れ，アプローチ法を変えてプログラムを考えさせるなどの取り組みをしている。 
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第４ステージ（秋田県立大学教授による講義・演習）・・・仮説１ 
 第１～３ステージまでは基本的に情報と数学Ⅰで学習する内容をベースにステージを進めてきた

が，第４ステージでは適合度検定や独立性の検定など，高校の学習範囲を超えた内容について大学の

教員より直接講義をしていただく。特に独立性の検定については，第５ステージでのアンケート調査

を分析する際に活用することを想定して丁寧に指導をいただいている。また，本校のＳＳＨ事業につ

いてご助言いただいている嶋崎教授より，第５ステージに向けてアンケート調査の実施における注意

点と，表計算ソフトを用いて回収したデータを集計する手法，さらには検定処理後の分析に有効な残

差分析の手法についても講義をしていただいている。 
第５ステージ（ＦＴＤＣ（Field Trip for Data Collection））・・・仮説２，仮説３ 
 第５ステージでは，それまでに学習した内容を実際に活用する PBL 学習を通して理解を深めるとと

もに，正解の無い課題と対峙し，試行錯誤を繰り返しながら学習を進めることで論理的な思考力や課

題を発見する力を育み，能動的な探究者を育成することを目的とする。具体的には，各クラス７名で

構成される班を編成し，テーマの設定，アンケート用紙の作成，アンケートの実施と集計・分析，そ

してその研究成果の発表という流れで学習を進める。 
 テーマの設定にあたっては，身近なテーマから疑問を探し，２回設定する中間発表で，各班が考え

ているテーマとその理由についてクラス内で披露し，クラスメイトからのアドバイスを参考にしなが

ら軌道修正を進めている。 
 アンケートの作成と実施にあたっては，アンケート実施場所への活動許可を取るなど，校外の活動

が増えるため，各クラスの担任・副担任・学年主任を交えながら，学年部全体で生徒の活動をサポー

トしている。 
 集計・分析した結果については，各班がプレゼンテーション資料とポスター資料の両方を作成する

が，著作権の取り扱いについての学習を含んでいる。単なる知識としてではなく，どのような場面で

著作権が問題になるのかを具体的に考えさせることで，著作権保護に関する意識の定着を図っている。

完成後はクラス内での発表を経てクラス代表を選抜し，保護者も招待して発表する機会を設けている。 
   

ｃｃ  実実  践践  

①① 秋秋田田県県立立大大学学のの教教授授にによよるる講講義義・・演演習習  

 データの検証など，統計学に関する高校の内容を越えた学習内容は，近隣の秋田県立大学の教授に

講義していただいている。秋田県立大学の教授による講義・演習の日程等は，下の通りである。  
【令和５年度の日程】 
期日  ９月７日（木），８日（金），２９日（金） ９：３０～１５：３０ 
対象  １年生 ２クラスずつ 
講師  秋田県立大学 システム科学技術学部 
    経営システム工学科 
     教授 嶋崎 真仁 氏 
     教授 鈴木 一哉 氏 

教授 山口 高康 氏 
場所  本校 大講堂 
内容  アンケート調査に関するＰＣ演習，Python 演習 

第１ステージの「ＩＣＴ機器の活用（表計算ソフト）」，第２ステージの「データ分析を中心とし

た記述統計学（数学Ⅰ）」，第３ステージの「プログラミング言語 Python の総まとめ」として，また，

次の第５ステージを進めるにあたっての分析法やアドバイスなどを含めた内容となっている。  
期日  ９月２７日（水），１０月１６日（月） １３：３０～１５：３０ 
対象  １年生  
講師  秋田県立大学 システム科学技術学部 

経営システム工学科   教 授 木村  寛 氏   准教授 星野 満博 氏 
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場所  本校 大講堂 
内容  統計学講義Ⅰ，統計学講義Ⅱ 
 統計学講義Ⅰ，Ⅱでは，適合度検定や独立性の検定について講義していただいた。特に独立性の検

定については，アンケート調査を分析する際に活用することを想定して丁寧に指導をいただいている。 
 
②② ＦＦＴＴＤＤＣＣ  

 本校では街頭でのアンケート調査を「FTDC（Field Trip of Data Collection）」と銘打ち，収集したデ

ータを整理・分析し，グループ発表に繋げている。この行程を大きく分けると，「アンケート作成」，

「アンケート調査」，「データ集計・整理・分析」である。 
「「アアンンケケーートト作作成成」」  

 アンケート調査に関する事前指導として「テーマ（仮説）設定」，「アンケート作成」，「Google 
Forms の使い方」を行っている。 

「テーマ設定」では，各班で興味のあることや知りたいことを元にテーマ設定する。「アンケート

作成」と「Google Forms の使い方」は同時進行し，仮説を検証するための裏付けとなるデータを集め

るためのアンケートはどうあるべきかを考えさせながら，アンケート作成をしている。 
「「アアンンケケーートト調調査査」」  

ＭＤＳ基礎の授業では，自分たちが作成したアンケートを街頭で一般の方々に答えていただき，地

域の人々とふれあいながらデータを収集することを１つの特徴としている。コロナ感染防止のため，

Google Forms を活用してインターネット上で収集した時期もあったが，令和４年度より再び街頭アン

ケートを実施している。  
「「デデーータタ集集計計・・整整理理・・分分析析」」  

 アンケート調査で回収したデータは，整理・分析して，考察や提案を含めてスライドとポスターに

まとめて，２月上旬に行われる発表会で発表する。検証方法は，学習した統計学に基づいた方法の活

用が中心となる。生徒たちは収集したデータを整理し，検定に必要な値を算出し，これを元に仮説（帰

無仮説）を検証していく。アンケート結果からわかることをどう伝えればいいかなど，アイディアを

出し合って班での活動が活発になっている。 
 
③③ ＭＭＤＤＳＳ基基礎礎成成果果発発表表会会  

 今年度は，本校大講堂や第１体育館において，令和６年２月２日（金）に実施した。各クラスで選

抜された代表班が「ステージ発表」班，他の４班が「ポスター発表」班となり，各班ともプレゼンテ

ーションに工夫を凝らすだけでなく，聴衆の興味を引くために寸劇を取り入れるなど多様なアイディ

アが見られた。こうした自由な発表形式は，生徒の自由な表現を促進するだけでなく，想像力や演出

力も引き出す効果がある。 
 
ｄｄ  検検  証証・・評評  価価  

仮説を実践・検証する方法として５つのステージに分割し，ステージ１から３が主に仮説の１の実

践に充てられ，ステージ４が仮説２の実践に充てられている。仮説３に関しては，この科目の年間を

通しての目標・ねらいであり，この科目の実践で身につけさせたいスキルである。 

評価に関しては各ステージの内容に応じた様々な評価方法を取り入れている。ステージ１から３で

は数学や理科・情報の知識理解が中心となるため，第２，４，５回の定期考査に組み込み，筆記試験

でその到達度を確認している。また，各ステージ終了後に生徒に自己評価シートを配付・回収し，評

価に反映させている。第４から５ステージでは，各クラス７名の班に分け，班でテーマを考えて発表

会を実施しているが，その班ごとの評価には次のようなルーブリック表を生徒にも配付し，自己評価

も含めて振り返りを行っている。生徒が行う評価と教師の評価はほとんど変わらないことが多く，物

事に対する冷静な評価能力も身についていることを実感している。 
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第４ステージ（秋田県立大学教授による講義・演習）・・・仮説１ 
 第１～３ステージまでは基本的に情報と数学Ⅰで学習する内容をベースにステージを進めてきた

が，第４ステージでは適合度検定や独立性の検定など，高校の学習範囲を超えた内容について大学の

教員より直接講義をしていただく。特に独立性の検定については，第５ステージでのアンケート調査
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ｃｃ  実実  践践  
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    経営システム工学科 
     教授 嶋崎 真仁 氏 
     教授 鈴木 一哉 氏 

教授 山口 高康 氏 
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経営システム工学科   教 授 木村  寛 氏   准教授 星野 満博 氏 
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ｅｅ  今今後後のの課課題題 
 街頭でのアンケート調査の活動は，１学年部が中心となって実施しており，毎年改善を繰り返しな

がら，アンケート実施場所の許可確認，ＭＤＳ基礎成果発表会の実施などマニュアル化されつつある。

アンケート実施後のデータの集計・整理・分析に，もう少し時間をかけられればと感じたので，アン

ケートの実施時期をもっと早めに設定できればと考えている。また，街頭アンケートでは地域の方々

とのふれあいを通して多くのことを学ばせていただいているが，テーマ設定やデータ分析後の考察や

提案の場面で，地域の現状について地元の方の声を聴く機会がもてれば，更に内容が深まるのではと

感じた。 
 来年度からは，１年次の「ＭＤＳ基礎」の単位数も増え，２年次，３年次で「ＭＤＳ探究Ｂ」，「Ｍ

ＤＳ発展Ｂ」が実施される。これらがどのように繋がっていくのか等，全職員が共通理解をもって取

り組み，科学技術系人材を育成していきたい。 
  

  

２２  課課題題探探求求能能力力をを高高めめるるたためめのの諸諸活活動動のの研研究究・・開開発発  ((ＭＭＤＤＳＳ探探究究))  

 

ａａ  仮仮  説説  

「研究開発課題」 

科学的視点に基づいた論理的な思考力をさらに向上させ，表現力・コミュニケーション能力を育成

することを目標に学校設定科目「ＭＤＳ探究」を設置している。目標に沿った能力を育成するために

３つの段階的な仮説を設定する。 

仮説１：１年次に身につけた統計的なデータ処理・分析の手法を教科横断的な視点に立脚して活用

して探究活動に取り組むことによって，論理的かつ客観的な思考力をさらに高める。 

仮説２：仮説１で高める論理的かつ客観的な思考力を用いて，他者と協働して探究活動に取り組む

ことによって，表現力やコミュニケーション能力を育成する。また，表現方法の一つとし

てＩＣＴ機器の積極的活用を推進する。 

仮説３：仮説１，仮説２で培う力を活用して課題研究に取り組み，その成果を発表する活動を通し

て課題解決能力を育成する。また，自身の健康問題やライフデザインについても考察を深

め身近な問題の改善策がグローバルな社会問題とも密接に関係していることを学ぶ。 
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ｂｂ  研研究究開開発発内内容容，，方方法法  

 主に仮説２～３に対応し，学校設定科目の目標に沿った能力を育成する手立てとして，①，②，⑤，

⑥の行事に参加，また③，④を実施。 

 

① 日本地球惑星科学連合（ＪｐＧＵ）2023 年大会 

  参加者：理数科２・３年生発表班（４名） 

② ＳＳＨ生徒研究発表会 

参加者：理数科３年生発表代表班（５名） 

③ ２年理数科ＭＤＳ探究中間発表会 

  対 象：理数科２年生，理数科３年生 

④ ２年生理数科ＭＤＳ探究校内発表会 

  対 象：２年生（理数科・普通科理型），１年生生徒全員 

⑤ 第３６回秋田県理数科合同研修会 

  参加者：理数科２年生 

⑥ 東北地区サイエンスコミュニティ 

  参加者：１日目-理数科２年生，２日目-理数科２年生発表代表班（９名） 

 

ｃｃ  実実  践践  

①①   日日本本地地球球惑惑星星科科学学連連合合（（ＪＪｐｐＧＧＵＵ））22002233年年大大会会  

（１）目 的  

課題研究に成果を発表するとともに，その分野の研究者や他校生との交流を通し，これか

らの活動や研究の活性化を図る。 

（２）内 容 

    期 日  令和５年２０日（土）～２１日（日） 
会 場  幕張メッセ国際会議場 

    発表班  物理２班（理数科３年生） 
      発表題  ラドンで地質を探る〜断層との関係性〜 
（３）成 果 

ＭＤＳ探究のアドバイスを頂いていた探 Q プロジェクトの熊谷さんからこの大会を紹介し

てもらい，投稿期間（４月１０日～１３日）に研究概要を提出。事前審査を経てポスターセ

ッションへの参加が認められた（９１件の申請→７４件が発表）。 

高校生ポスター発表のコアタイムの前から，多くの高校生や関係者が足を止めて発表を聞

いてくれた。秋田大学に縁のある大学関係者からアドバイスをもらえたり，繰り返し発表す

ることで堂々とした発表に変わっていく様子が見られたりして，非常に有意義であった。結

果は優秀賞（１３校が受賞）を頂き，今後の研究に向けて大きな励みになった。また，熊本

県立宇土高校の蜃気楼をテーマとした発表では，先行研究として昨年度の理数科の発表を参

考にしており，知らないところで自分たちの研究が役に立っていると気づけたことも大きな

発見だった。 

（４）課 題 

     このような学会発表は初めてのことであり，研究の励みになるという点では間違いなく大

きな成果といえる。今後の研究に向けていくつかアドバイスを頂いたが，残念ながらこのメ

ンバーでの研究は一端終了である。生徒の興味をもとに探究のテーマを設定しているが，毎

年一からのスタートではなく，残した資料をもとに後輩が研究を継続したり，複数の班が同

じテーマを異なるアプローチで研究したりするようなケースが見られると，より厚みのある

研究ができるのではないか。次年度以降も，このような発表の場を生徒に提供できれば課題

研究に取り組む生徒にとって励みになる。指導する側も情報収集に努める必要がある。 
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②②  ＳＳＳＳＨＨ生生徒徒研研究究発発表表会会  

（１）目 的  

全国の地区のＳＳＨ指定校など，理数系の課題研究に積極的に取り組んでいる高校生が互

いに研究成果を発表し，発表者との対話を通じて相互交流や切磋琢磨することで，これから

の活動や研究の活性化を図る。 

（２）内 容 

期 日  令和５年８月８日（火）～１０日（木）   

会 場  神戸国際展示場 

発表班  化学２班（理数科３年生） 

内 容  ポスター発表，代表校による全体発表 

（３）成 果 

     ポスター発表の回を重ねるたびにプレゼンが上達していく様子が見受けられ，聴衆を前に

堂々と研究内容を伝えていた。また，全国から集まった様々な研究発表を聴き，質問するな

ど生徒同士の交流も行われ，有意義な２日間であった。 

（４）課 題 

    全国の研究テーマと比較し，本校のテーマは新規性・有用性に乏しいと感じた。地域社会

への問題意識や社会に貢 献できる新しい発見などに目を向けさせたい。インターネットで

情報を得ることが多いが実体験が必要なのではないか，それが研究の深さや熱意，プレゼン

の力に影響するのではないかと考える。 

 

③③  ２２年年理理数数科科ＭＭＤＤＳＳ探探究究中中間間発発表表会会  

（１）目 的  

理数科２年生がこれまで取り組んできた課題研究の成果をまとめ発表することでプレゼン

テーション能力の育成を図る。また，先輩からの質疑応答や博士号教員の指導・助言をもと

に，さらに研究を発展させるきっかけとする。  

（２）内 容 

期 日  令和５年９月６日（水） 

会 場  本校 

    発表班  数学班，物理１～３班，化学班，生物１班・２班（理数科２年生） 

    内 容  発表，博士号教員から指導・助言，理数科３年生からの質疑応答・助言 

（３）成 果 

     ５月に実施したテーマ発表会から約４ヶ月の期間，計画通り研究が進まず苦労して 

    いる班が多く見られたが，研究成果を聴衆に分かりやすく伝えるために，グラフや図・ 

    動画等を工夫してスライドにまとめて発表することができた。また，発表する際に自 

分自身の言葉で説明している生徒もおり，表現力の成長を感じとることができた。 

（４）課 題 

   科学的根拠のない仮説を立てて，自分達の思い込みで実験を実施している班があり， 

博士号教員の先生から「仮説の根拠を明確にする」ことの重要性を指導していただい 

た。科学的な根拠に基づいた仮説を検証するために，対照実験も適切に行いながら科 

学的に実験することの重要性を改めて実感した。 

  

④④  ２２年年生生理理数数科科ＭＭＤＤＳＳ探探究究校校内内発発表表会会  

（１）目 的 

理数科２年生がこれまで取り組んできた課題研究の成果をまとめ，発表することでプレゼ

ンテーション能力の育成を図る。また，質疑応答や博士号教員の指導・助言をもとに，さら

に研究を発展させるきっかけとする。参観する１年生においては，科学的思考能力を養い，
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博士号教員の先生から「仮説の根拠を明確にする」ことの重要性を指導していただい 

た。科学的な根拠に基づいた仮説を検証するために，対照実験も適切に行いながら科 

学的に実験することの重要性を改めて実感した。 

  

④④  ２２年年生生理理数数科科ＭＭＤＤＳＳ探探究究校校内内発発表表会会  

（１）目 的 

理数科２年生がこれまで取り組んできた課題研究の成果をまとめ，発表することでプレゼ

ンテーション能力の育成を図る。また，質疑応答や博士号教員の指導・助言をもとに，さら

に研究を発展させるきっかけとする。参観する１年生においては，科学的思考能力を養い，
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来年度以降の課題研究への意欲を高めることを目的とする。 

（２）内 容 

期 日  令和５年１０月２５日（水）  

会 場  本校 

    発表題  数学班『フィボナッチ数列を自然数で割ったときの余りの周期性について』 

         物理１班『摩擦で電気を作る』 

         物理２班『共振現象による破壊の様子』 

         物理３班『マグヌス効果を利用したローターセイルの効率化』 

         化学班『プラスチックの劣化とその保護』 

         生物１班『じゃがいもの毒性』 

         生物２班『廃棄食品のバイオエタノールへの活用』 

    内 容  発表，指導・助言 

（３）成 果 

    中間発表会でいただいた指導助言の部分を改善し，より科学的に仮説の検証に取り 

組んだ班が多かった。また，先行研究について入念に調査してから慎重に研究を進め 

   ており，科学的な研究をする心構えが備わってきたと感じた。    

（４）課 題 

     博士号教員の先生方より，「試行回数を増やすべき」，「データを客観的に分析・考察 

すべき」，「実験や検証方法を改善すべき」，「検証結果を適切に提示すべき」等の指導 

助言をいただいた。また，例年に比べて質問が少なかったので，発表内容が伝わって 

    いなかったことも考えられる。聴衆にしっかり伝える表現力の養成が課題である。 

  

⑤⑤  第第３３６６回回秋秋田田県県理理数数科科合合同同研研修修会会  

（１）目 的   

数値や根拠を示して論理的に説明し，探究の過程を整理して成果や課題を適切に 表現す

ることができる生徒を育成する。また，理数科設置校の生徒が合同で研修を行うことにより，

学習意欲を高揚させるとともに，探究活動の質の向上を図る。  

（２）内 容 

期 日 令和５年１１月１３日（月）～１４日（火）  

会 場 秋田県総合教育センター、本校（オンライン） 

    参加者 理数科設置校（大館鳳鳴，能代，秋田，由利，横手，湯沢）の理数科２年生 

    内 容 発表（分科会），講演，全体発表，指導・助言 

（３）成 果 

     他校の課題研究の発表から，自分達では考えつかない研究の着眼点や研究手法を学 

    び，これまでの研究について見直す良い機会となった。また，全体発表において意欲 

的に質問を投げかけて疑問を解消することができた。 

（４）課 題 

     理数科合同研修会での発表の質を，１ヶ月前の校内発表会で披露したかった。計画 

    的に見通しをもって課題研究に取り組ませる必要がある。 

  

⑥⑥  東東北北地地区区ササイイエエンンススココミミュュニニテティィ研研究究発発表表会会  

（１）目 的 

東北地区のＳＳＨ指定校など，理数系の課題研究に積極的に取り組んでいる高校生が互いに

研究成果を発表し，発表者との対話を通じて相互交流や切磋琢磨することで，これからの活動

や研究の活性化を図る。 
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（２）内 容 

期 日  令和６年１月２６日（金）～２７日（土）  

会 場  にぎわい交流館 AU 

 発表班  物理３班，生物１班，化学班（理数科２年生１５名） 

 参加校  【青森県】青森高校      

      【宮城県】多賀城高校，仙台第一高校，仙台第三高校，古川黎明高校 

      【秋田県】秋田中央高校，橫手高校 

【岩手県】一関第一高校，釜石高校 

      【山形県】鶴岡南高校，米沢興譲館高校，酒田東高校，東桜学館高校 

      【福島県】会津学鳳高校，安積高校，福島高校 

 内 容  口頭発表，ポスター発表 

（３）成 果 

     秋田市での開催だったため，理数科２年生全員に他県の学校の発表を聞かせること 

    ができた。口頭発表やポスター発表では，様々なアプローチで課題研究に挑戦する他 

    校の生徒に姿勢に刺激を受け，科学に対する興味関心を向上させた。 

（４）課 題 

     グローバルサイエンスリーダーを目指すために，今後は課題研究のテーマ設定とし 

    て地域の問題を解決するという社会的な視点も必要だと他校の発表を聞いて感じた。 

 

ｄｄ  検検  証証・・評評  価価  

＝授業アンケート（12 月実施）による理数科２年生の生徒評価（一部抜粋）＝ 

 

＝自由記述＝ 

・他校の研究発表を聞いたり，大学教授の講演で最先端の科学技術の話を聞いたりすることで，新し

い知識や考え方を得ることができた。 

・課題研究を通じてデータをまとめる能力を向上させることができた。また，研究発表をする 

 ことで表現力も向上させることができた。 

・課題研究の実験結果を様々な視点から考察し，仮説を検証することで，論理的に考えること 

 の楽しさを知ることができた。 

・他の班や他校との交流を通して，これまであまり興味のなかった科学分野について多くの知識を得

て，自分自身でも探究してみたいと思えるようになった。 

・課題研究の方法やプレゼンテーションの方法について学ぶことができたので，大学での研究 

 に活かしていきたい。 

・自分が研究した内容はもちろん，他の班の発表を聞くことで新たな知識が増えて面白かった。 

・実験の方法を何度も変えながら実験を繰り返して試行錯誤したことは，良い経験となった。  

・授業で選択していない生物分野について研究したことで，新しい視点で物事を考えられた。 

 

回答数 そう思う
だいたい
そう思う

あまりそう
思わない

そう
思わない

4 3 2 1

授業の中で生じた「なぜ？」について、
その疑問や課題の解決に努めている。

27 27 0 0 0 4.0

授業内容に興味、関心がわき、主体的に
参加できる授業である。

27 22 4 0 1 3.7

授業内容が身に付き、技能や思考力が向
上していると実感できる。

27 22 3 0 2 3.7

回　　　　答

平均質　問　内　容
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（２）内 容 

期 日  令和６年１月２６日（金）～２７日（土）  

会 場  にぎわい交流館 AU 

 発表班  物理３班，生物１班，化学班（理数科２年生１５名） 

 参加校  【青森県】青森高校      

      【宮城県】多賀城高校，仙台第一高校，仙台第三高校，古川黎明高校 

      【秋田県】秋田中央高校，橫手高校 

【岩手県】一関第一高校，釜石高校 

      【山形県】鶴岡南高校，米沢興譲館高校，酒田東高校，東桜学館高校 

      【福島県】会津学鳳高校，安積高校，福島高校 

 内 容  口頭発表，ポスター発表 

（３）成 果 

     秋田市での開催だったため，理数科２年生全員に他県の学校の発表を聞かせること 

    ができた。口頭発表やポスター発表では，様々なアプローチで課題研究に挑戦する他 

    校の生徒に姿勢に刺激を受け，科学に対する興味関心を向上させた。 

（４）課 題 

     グローバルサイエンスリーダーを目指すために，今後は課題研究のテーマ設定とし 

    て地域の問題を解決するという社会的な視点も必要だと他校の発表を聞いて感じた。 

 

ｄｄ  検検  証証・・評評  価価  

＝授業アンケート（12 月実施）による理数科２年生の生徒評価（一部抜粋）＝ 

 

＝自由記述＝ 

・他校の研究発表を聞いたり，大学教授の講演で最先端の科学技術の話を聞いたりすることで，新し

い知識や考え方を得ることができた。 

・課題研究を通じてデータをまとめる能力を向上させることができた。また，研究発表をする 

 ことで表現力も向上させることができた。 

・課題研究の実験結果を様々な視点から考察し，仮説を検証することで，論理的に考えること 

 の楽しさを知ることができた。 

・他の班や他校との交流を通して，これまであまり興味のなかった科学分野について多くの知識を得

て，自分自身でも探究してみたいと思えるようになった。 

・課題研究の方法やプレゼンテーションの方法について学ぶことができたので，大学での研究 

 に活かしていきたい。 

・自分が研究した内容はもちろん，他の班の発表を聞くことで新たな知識が増えて面白かった。 

・実験の方法を何度も変えながら実験を繰り返して試行錯誤したことは，良い経験となった。  

・授業で選択していない生物分野について研究したことで，新しい視点で物事を考えられた。 

 

回答数 そう思う
だいたい
そう思う

あまりそう
思わない

そう
思わない

4 3 2 1

授業の中で生じた「なぜ？」について、
その疑問や課題の解決に努めている。

27 27 0 0 0 4.0

授業内容に興味、関心がわき、主体的に
参加できる授業である。

27 22 4 0 1 3.7

授業内容が身に付き、技能や思考力が向
上していると実感できる。

27 22 3 0 2 3.7

回　　　　答

平均質　問　内　容
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・同じ班のメンバーと協力しながら，一つの内容について掘り下げて調査したり実験したりしながら

考察することで，他人と協力することの大切さを再認識することができた。 

・日常生活にある事象も，研究テーマとして論理的に考察していけば，学術的に新たな発見が 

 あり，非常に面白かった。 

＝まとめ＝ 

生徒の自己評価では，課題研究を通じて科学的分野への興味・関心が高まり，論理的思考力や表現

力を向上させることができたという回答が多かった。したがって，目標に沿った能力を育成するため

の仮説１と仮説２は概ね達成できたといえる。しかし，自分達が研究した内容が 

グローバルな社会問題にどのように関係しているかまで考察に至っていないので，課題研究の研究テ

ーマを設定する段階から，グローバルな視点で物事を捉えさせる必要がある。ＭＤＳ探究を充実させ

るために，教員自身がグローバルな視点で考察できるように自己研鑽に努める必要があると考える。  

  

  

  

  

  

３３  発発信信力力のの強強化化ととググロローーババルルなな視視点点のの育育成成ののたためめのの諸諸活活動動のの研研究究・・開開発発  

  

ａａ  仮仮  説説  

科学を媒介とした言語活動を充実させることで，表現力の向上とコミュニケーション能力が高めら

れ，領域融合的な視点や協調性，リーダーシップが育成される。他者との意見交換を進めることで，

新たな気付きを促し，自己満足に陥らない客観的な視点をもった探究者を育成する。また，母国語以

外の言語を積極的に使うことで，グローバルな視点をもって物事を俯瞰することができる探究者を育

成できる。 
 
ｂｂ  研研究究開開発発内内容容，，方方法法  

  学校設定科目「ＭＤＳ発展」を開発・実施することにより，「a 仮説」の資質・能力（表現力・コ

ミュニケーション力・領域融合的な視点や協調性，リーダーシップ等）が育成されたかどうかを検証

する。 
  高校２年次「ＭＤＳ探究」で取り組んだ課題研究の成果を英語で表現する活動を主軸とし，それに

必要なスキルの導入や，表現活動によって育成されたスキルを他の課題で発揮させる活動などを生徒

の発達段階に即してカリキュラムを編成・実施した。 
 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

科目名 対象 単位数 

ＭＤＳ発展 理数科３年生 ２５名 １ 

学 期 活 動 内 容  

１学期 【スキルの習得】  

・科学的思考に関するガイダンス 

・アアカカデデミミッッククラライイテティィンンググ講講座座（（①①）） 

・文献収集の技法，英語論文執筆，英語スライド作成 

・英英語語ププレレゼゼンンテテーーシショョンン大大会会  

  ＳＳＴＴＡＡＲＲＴＴ２２００２２３３（（②②）） 

 

２学期 【国際交流の実践】 

・英語口頭発表の技法，英語スライド作成 

・ＭＭＤＤＳＳ探探究究発発表表会会（（③③）） 

 

３学期 【スキルの発揮・伸張】 

・科学論文講読・分析 
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ｃｃ  実実  践践  

①①アアカカデデミミッッククラライイテティィンンググ講講座座  

（１）目 的 
英語で科学研究の研究成果を発表し，コミュニケーション上の基本的な考え方や技法を習得する。 

（２）内 容 

 海外の大学で学んだ日本人研究者を招いて講義を実施した。 

期 日 令和５年６月２８日（水） 

時 間 １４：３５～１５：３０（６校時） 

講 師 秋田県立大学 システム科学技術学部 教授 石本 志高 氏 

場 所 本校 コンピューター室 

対 象 本校 第３学年理数科生徒（２５名） 

 生徒の活動単位は高校２年次の「ＭＤＳ探究」の研究グループと同じである。各グループの研究内

容を英語で説明したペーパー（Ａ４・１枚）および発表スライド（高校２年次の英訳）をあらかじめ

講師に提供し，添削指導していただいた。 

（３）成 果 

 生徒は，海外での研究経験が豊富な講師から指導を受けることで，新たな気づきを得て，その後の

活動のモチベーションが向上したようである。日本語で簡潔に表現することへの意識が高くなり，前

年度に作成した資料の粗さ等に言及する生徒が増えたと感じる。英訳するにあたり，AI をどの程度活

用するかを吟味するという点でも有意義な講義となった。 

（４）課 題 

 全ての班のレポートを取り上げる時間がとれなかった。一部の班は校内での添削を受けていたが，

次年度以降，取組を拡充するなどして対応したい。 

 
②②ＳＳＴＴＡＡＲＲＴＴ２２００２２３３（（英英語語ププレレゼゼンンテテーーシショョンン大大会会））  

（１）目 的 
探究・研究活動の内容の発表を通じて，様々な生徒同士の英語による交流を促進する。英

語力・コミュニケーション能力を伸ばし，多くの人に理解されること，理解することの大切

さを実感させ，グローカルな視点を育てる。 
（２）内 容 

日 時 令和５年７月２２日（土） 午後０時３０分から午後３時頃 

場 所 山形県立東桜学館中学校・高等学校 （東根市中央南一丁目７－１）  

大講義室，会議室及び第１・第３多目的教室 

内 容 国内外１５（３５班）の高校から高校生が集い，高校在学中に取り組んだ個 

人やグループの探究・研究活動の内容を英語で発表（１０分）し，質疑・応 

答（高校生５分，審査員５分）を行う。  

参加者 生徒 理数科３１組 数学班  ３名（引率 教諭 佐々木 重宏） 

発表題 The Asteroid Equation P 

     旅 程  ７：１２ JR 横手駅 → １０：１１ JR さくらんぼ東根駅 

  １６：５３ JR さくらんぼ東根駅→２０：０１ JR 横手駅 

（３）成 果 
ROOM１～５に７班ずつ入り，それぞれ発表と質疑を行いった。発表した ROOM 内で１位

をもらうことができ，審査員から「スライドを含めてよく練られたプレゼンだった」，「難

しい内容を分りやすくまとめていた」，「質疑にも適切に答えていた」，「発表者３人がア

クティブに質疑に参加できればもっと良かった」などの講評をいただいた。発表を終えて，

度胸がついたことを感想としてあげており，積極性という点でコミュニケーション力の向上

につながったと感じられる。 
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ｃｃ  実実  践践  

①①アアカカデデミミッッククラライイテティィンンググ講講座座  

（１）目 的 
英語で科学研究の研究成果を発表し，コミュニケーション上の基本的な考え方や技法を習得する。 

（２）内 容 

 海外の大学で学んだ日本人研究者を招いて講義を実施した。 

期 日 令和５年６月２８日（水） 

時 間 １４：３５～１５：３０（６校時） 

講 師 秋田県立大学 システム科学技術学部 教授 石本 志高 氏 

場 所 本校 コンピューター室 

対 象 本校 第３学年理数科生徒（２５名） 

 生徒の活動単位は高校２年次の「ＭＤＳ探究」の研究グループと同じである。各グループの研究内

容を英語で説明したペーパー（Ａ４・１枚）および発表スライド（高校２年次の英訳）をあらかじめ

講師に提供し，添削指導していただいた。 

（３）成 果 

 生徒は，海外での研究経験が豊富な講師から指導を受けることで，新たな気づきを得て，その後の

活動のモチベーションが向上したようである。日本語で簡潔に表現することへの意識が高くなり，前

年度に作成した資料の粗さ等に言及する生徒が増えたと感じる。英訳するにあたり，AI をどの程度活

用するかを吟味するという点でも有意義な講義となった。 

（４）課 題 

 全ての班のレポートを取り上げる時間がとれなかった。一部の班は校内での添削を受けていたが，

次年度以降，取組を拡充するなどして対応したい。 

 
②②ＳＳＴＴＡＡＲＲＴＴ２２００２２３３（（英英語語ププレレゼゼンンテテーーシショョンン大大会会））  

（１）目 的 
探究・研究活動の内容の発表を通じて，様々な生徒同士の英語による交流を促進する。英

語力・コミュニケーション能力を伸ばし，多くの人に理解されること，理解することの大切

さを実感させ，グローカルな視点を育てる。 
（２）内 容 

日 時 令和５年７月２２日（土） 午後０時３０分から午後３時頃 

場 所 山形県立東桜学館中学校・高等学校 （東根市中央南一丁目７－１）  

大講義室，会議室及び第１・第３多目的教室 

内 容 国内外１５（３５班）の高校から高校生が集い，高校在学中に取り組んだ個 

人やグループの探究・研究活動の内容を英語で発表（１０分）し，質疑・応 

答（高校生５分，審査員５分）を行う。  

参加者 生徒 理数科３１組 数学班  ３名（引率 教諭 佐々木 重宏） 

発表題 The Asteroid Equation P 

     旅 程  ７：１２ JR 横手駅 → １０：１１ JR さくらんぼ東根駅 

  １６：５３ JR さくらんぼ東根駅→２０：０１ JR 横手駅 

（３）成 果 
ROOM１～５に７班ずつ入り，それぞれ発表と質疑を行いった。発表した ROOM 内で１位

をもらうことができ，審査員から「スライドを含めてよく練られたプレゼンだった」，「難

しい内容を分りやすくまとめていた」，「質疑にも適切に答えていた」，「発表者３人がア

クティブに質疑に参加できればもっと良かった」などの講評をいただいた。発表を終えて，

度胸がついたことを感想としてあげており，積極性という点でコミュニケーション力の向上

につながったと感じられる。 
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（４）課 題 

他校の発表を見ると，英語弁論部に所属している生徒や，帰国子女の生徒も多く参加して

おり，ネイティブ並みの語学力を発揮する生徒が活躍する学校がいくつもあった。日頃の授

業ベースで英語の質疑応答ができるレベルの発表を指導するには相当な努力が必要である。

生徒全員を対象とする活動は難しいとしても，国際交流に興味のある生徒をピックアップし，

ALT との定期的な雑談会や，海外留学や交流に積極的に取り組ませる運営が必要と感じる。

英語に堪能な生徒がもう少し増えると，課題研究にも違った視点が取り入れられることが期

待できる。グローバルに活躍する意識をもった生徒の育成に努めたい。 

 
③③ＭＭＤＤＳＳ発発展展発発表表会会  

（１）目 的 
母国語以外の言語を積極的に使うことで，グローバルな視点をもって物事を俯瞰すること

ができる探究者を育成する。 
（２）内 容 

期 日 令和５年１１月２日（水）８：４５～１１：４５ 
場 所 国際教養大学 

 参加者  本校理数科 ３年生 （２５名）および教員 （現地参加） 
   国際教養大学 ５名（留学生含む） 

 内 容 本校生徒が取り組んだ科学研究の内容について英語でプレゼンテーション

および質疑応答を行う。発表時間は７分，質疑応答５分（合計１２分）と

する。 
（３）成 果 

 昨年度はオンラインでの実施だったが，今年度は２名のサポートスタッフの他，４名の学

生に参加してもらい発表に対する質疑応答に協力してもらった。START2023 に参加した数学

班の発表を見たり，他校の様子を聞いたりしていたことで英語によるプレゼンテーションに

向けた気持ちの準備はできていたように見えた。普段と違う場所で，初めて会った人達に対

するプレゼンテーションを行い，生徒全員が発表の機会をもてたことは貴重な経験だったと

思う。 
協力していただいた国際教養大学の学生は，ただ質問してくれただけでなく英語発表にお

いて大事なことは何かを，身をもってわかりやすくアドバイスをしてくれた。終始和やかな

雰囲気で，発表や質疑を楽しんでいるような時間はこれまでの研究への労いの時間に思われ

た。 
（４）課 題 

 ②の課題と同様，オーラルでの質疑応答の対策が十分にできなかった。実施後の振り返り

では，英語による質問の意図を理解できた 82%に対して，適切に答えて納得してもらった 40%
（何となく納得してもらった 60%），他の班への質問をした 0%となった。昨年から，何度も

聞いた発表であることを差し引いても英語で質問することは，質問に答えるよりも心理的ハ

ードルが高いことが分る。 
 この点については昨年度も，長期間にわたるトレーニングが必要であることを課題として

あげている。保護者，学年，学級などの理解が得られるような体勢の構築とともに，下級生

が上級生のこのような発表を見て，早い内に目標を示す取り組みも必要と思われる。 
 

ｄｄ  検検  証証・・評評  価価  

（１）学習評価 
本科目「ＭＤＳ発展」は学校設定科目のため，「評定」による学習評価を行った。主に論文・スラ

イド等の成果物や口頭発表の際のパフォーマンスなどを対象に，以下の観点で評価を行った。設定し
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た観点等は「シラバス」に掲載し生徒に説明した。 
①課題の設定：オリジナリティがあり，興味・関心を持たせるものであるか。 
②データ・考察：データを適切に整理し，適切な考察を行っているか。 
③資料の提示：見やすく，わかりやすい資料を提示しているか。 
④発表：発表がわかりやすく，研究内容がよく理解できているか。 

なお，これらは全て英語の成果物やパフォーマンスを前提としている。特に，論文・スライドに関し

て以下のルーブリックを用いて評定値を算出した。 
 3 Excellent 2 Fair  1 Poor 
Spelling and 
grammar 

Minimal spelling  
and/orvgrammar mstakes. 

Noticeablebspelling 
andggrammarvmistakes. 

Unacceptablevnumbervof 
spellingvand/orvgrammar istakes. 

Organization Well organized  
and transparent.  

Few inconsistencies ， 
but still acceptable. 

Whole inconsistent  
and unacceptable.  

 
（２）授業評価（授業評価アンケートの自由記述欄から） 

・ただ英語で書くのではなく，伝えることを意識して表現することができるようになった。 
・科学とはなにかということを教えてもらって，英語論文等に取り組むことができました。 
・自分たちの作文を英語で表現することで日本語とは違った描写をしないと，英語では通じない例を

たくさん経験できた。 
・友達と意見を交換することで，自分だけでは思い浮かばなかった表現に出会えるのでやっていてと

てもスッキリします。ノルマを達成したときは充実感でいっぱいになります。 
・英語で論文を書くことで日本語では曖昧だった部分が見つかり，よりしっかり伝える大事さがわか

りました。 
・英語での論文の書き方を大学の教授に教わる機会が非常に良かったなと感じている。英語論文を書

くときに専門用語を使って長い文章を書くのが初めてで難しかったが，みんなで話し合っていい表

現ができるように頑張った。 
・大学の先生から英語論文と普段の日本語の文章との違いを学べて，とても参考になった 
・先輩方の英文を見たり，英語の先生のもとで作ってみたりしたいです。 
・英語の研究発表を聞く機会はたくさんほしい。 
 
ｅｅ  今今後後のの課課題題  

 ＭＤＳの活動を振り返って向上したと感じる能力に関するアンケート調査では，協調性や探究心を

挙げる生徒が多いが，３年生では学んだことを応用する事への興味，他者の意見への興味や国際性を

挙げた生徒が増えている。英語でのプレゼンテーションを経験し，新しい表現力・表現方法を身に付

けたことがグローバルな視点をもつきっかけになっており，英語で発表する経験を積ませたり，校外

活動に参加する機会を活用したりすることが一層求められる。 
 
 
４４ 多多様様なな視視点点とと寛寛容容なな心心ををももっったた人人材材のの育育成成ののたためめのの研研究究・・開開発発 
  

ａａ  仮仮  説説  

「研究開発課題」 

本校の伝統である「剛健質朴」の気質をもって，「青雲の志」を抱き大きく変化する国際社会を見

据え，「天佑自助」の精神をもった能動的学習者として自らが計画立案をして情報収集を行い，課題

の分析や検証あるいは解決策を提示して国内外を含む将来社会の発展に貢献する有為な人材の育成を
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た観点等は「シラバス」に掲載し生徒に説明した。 
①課題の設定：オリジナリティがあり，興味・関心を持たせるものであるか。 
②データ・考察：データを適切に整理し，適切な考察を行っているか。 
③資料の提示：見やすく，わかりやすい資料を提示しているか。 
④発表：発表がわかりやすく，研究内容がよく理解できているか。 

なお，これらは全て英語の成果物やパフォーマンスを前提としている。特に，論文・スライドに関し

て以下のルーブリックを用いて評定値を算出した。 
 3 Excellent 2 Fair  1 Poor 
Spelling and 
grammar 

Minimal spelling  
and/orvgrammar mstakes. 

Noticeablebspelling 
andggrammarvmistakes. 

Unacceptablevnumbervof 
spellingvand/orvgrammar istakes. 

Organization Well organized  
and transparent.  

Few inconsistencies ， 
but still acceptable. 

Whole inconsistent  
and unacceptable.  

 
（２）授業評価（授業評価アンケートの自由記述欄から） 

・ただ英語で書くのではなく，伝えることを意識して表現することができるようになった。 
・科学とはなにかということを教えてもらって，英語論文等に取り組むことができました。 
・自分たちの作文を英語で表現することで日本語とは違った描写をしないと，英語では通じない例を

たくさん経験できた。 
・友達と意見を交換することで，自分だけでは思い浮かばなかった表現に出会えるのでやっていてと

てもスッキリします。ノルマを達成したときは充実感でいっぱいになります。 
・英語で論文を書くことで日本語では曖昧だった部分が見つかり，よりしっかり伝える大事さがわか

りました。 
・英語での論文の書き方を大学の教授に教わる機会が非常に良かったなと感じている。英語論文を書

くときに専門用語を使って長い文章を書くのが初めてで難しかったが，みんなで話し合っていい表

現ができるように頑張った。 
・大学の先生から英語論文と普段の日本語の文章との違いを学べて，とても参考になった 
・先輩方の英文を見たり，英語の先生のもとで作ってみたりしたいです。 
・英語の研究発表を聞く機会はたくさんほしい。 
 
ｅｅ  今今後後のの課課題題  

 ＭＤＳの活動を振り返って向上したと感じる能力に関するアンケート調査では，協調性や探究心を

挙げる生徒が多いが，３年生では学んだことを応用する事への興味，他者の意見への興味や国際性を

挙げた生徒が増えている。英語でのプレゼンテーションを経験し，新しい表現力・表現方法を身に付

けたことがグローバルな視点をもつきっかけになっており，英語で発表する経験を積ませたり，校外

活動に参加する機会を活用したりすることが一層求められる。 
 
 
４４ 多多様様なな視視点点とと寛寛容容なな心心ををももっったた人人材材のの育育成成ののたためめのの研研究究・・開開発発 
  

ａａ  仮仮  説説  

「研究開発課題」 

本校の伝統である「剛健質朴」の気質をもって，「青雲の志」を抱き大きく変化する国際社会を見

据え，「天佑自助」の精神をもった能動的学習者として自らが計画立案をして情報収集を行い，課題

の分析や検証あるいは解決策を提示して国内外を含む将来社会の発展に貢献する有為な人材の育成を
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目指すために３つの段階的な仮説を設定する。 

仮説１：科学的視点に立脚した現状の把握と課題認識のため，数学・理科・情報等の学習内容を融

合した教科・科目により，データ収集と分析の手法を集中的に学ぶことで，論理的思考力

や課題を発見する力を育成する。 

仮説２：仮説１で育成したデータ分析の手法が有効であることを，実際にフィールドワークを通し

てデータの収集から分析までを他者と協働しながら実感することで，コミュニケーション

能力を育成し，能動的な探究者を育成する。また，その過程でＩＣＴ機器の積極的活用を

推進する。 

仮説３：仮説１，仮説２で培う科学的根拠をもった視点と，論理的な思考を用いて課題研究を実施

することで，単なる観察に終始せず目的意識をもった探究活動を積み重なることができる

ようになる。また，その過程で高校・大学での学びと社会との密接な関係に気付き，課題

解決能力やグローバルサイエンスリーダーとしての資質向上と意欲を育成するとともに，

自らの取組を国内外に積極的に発信し，交流をもつことで国際感覚を身に付ける。 

  

ｂｂ  研研究究開開発発内内容容，，方方法法  

 仮説２，仮説３に対応し，多角的な視点をもつ物事を考えることができる生徒の育成の手立ての一

つとして，「青雲の志講演会 Plus」や「理数科大学模擬講義」を実施。また，「科学の甲子園秋田県

予選会」に参加。 

 第１回青雲の志講演会 Plus 

  対 象：１学年生徒全員 

  内 容：「ＭＤＳ基礎」に関連する，統計学をテーマとした講演と生徒との質疑応答 

 第２回青雲の志講演会 Plus 

  対 象：１，２学年生徒全員 

  内 容：ムーンショット目標１がめざすアバターとロボットによる未来社会について 

 第３回青雲の志講演会 Plus 

  ※２月２６日に実施予定 

 理数科大学模擬講義 

  対 象：理数科２年３６名および２年理系の希望者数名 

  内 容：光技術が拓く新医療－医工学とは？－ 

 科学の甲子園秋田県予選会 

  参加者：１，２年生参加希望者４８名（８チーム） 

各事業の目的，内容，成果等の詳細については以下を参照。 

 

ｃｃ  実実  践践  

①① 第第１１回回青青雲雲のの志志講講演演会会 PPlluuss  

（１）目 的  

 社会の第一線で活躍する方々を講師として招き，科学技術や情報科学についてのお話を伺い，本校

の「指針となることば」のひとつである『青雲の志』を育む。第１回では，1 年生が履修する「ＭＤＳ

基礎」に関連する統計学をテーマに講演を実施し，統計学の基本知識を得るとともに生徒のデータサ

イエンスへの関心を高める機会とする。 

（２）内 容 

  期日 令和５年６月９日（金）１３：３０～１５：３０   

  対象 １年生 

講師 秋田県立大学 システム科学技術学部経営システム工学科 教授 木村 寛 氏 

演題 「統計学で解き明かす科学」 

内容  ・統計学とは 
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    ・代表値とばらつき 

    ・正規分布とは 

    ・1.96 

    ・９５％信頼区間 

    ・回帰直線 

    ・統計的仮説検定 

    ・質疑応答 

（３）成 果 

統計を学び始めた生徒たちにとって難しい内容と感じる部分もあったようだが，講義を受けたこと

で身近な検証やデータ分析において統計が多く用いられていることを実感することができた。この後

に実施のＭＤＳ基礎の第４ステージ「秋田県立大学での講義・演習」や第５ステージ「ＦＴＤＣ（ア

ンケート調査と研究発表）」に向けて興味や意欲を高めることができた。場所を大講堂にしたことで

画面が見やすく，複雑な図なども理解しやすいためメモをとる生徒が増えた。 

 ＝生徒の感想＝ 

・統計学とはすべて調査せずとも，「数学的」に物事の予測をすることだとわかった。ニュースや教

科書に載っている資料など，身の回りにたくさんの統計学が存在していると言える。今日の講義で

も述べられていた通り，これからの時代を生きていくために学ぶべき学問だと感じた。ＭＤＳの授

業も将来の仕事に繋げられるよう，今まで以上に自ら学んでいきたい。 

・名門大学に新しく学部ができるなど，統計学はこれからの社会でますます必要になる学問というこ

とがわかった。今，教科書で学んでいるデータの整理の勉強は特に役に立つと感じなかったけれど，

天気予報や電車経路案内に使われていることを知り，身近なものを数学的な観点からみたい。 

・データの処理は機械でもできるがデータの階級の幅を決めたり，使うグラフの種類を考えたりする

ことは人間がやらなければならないということを聴いて，ＡＩなどの機械化・情報化によってやる

ことが減ってきていてもまだ人間にしかできないことが残っているという安心感を得られた。 

・統計学の需要はとても高まっていることを知り，将来どんな仕事についてもアドバンテージになる

と思いました。今回，日常生活と結びつけてデータサイエンスを学んだので，今後のＭＤＳの授業

も楽しみたいです。 

・データを整理するうえで，どの代表値を使うか，どんな表やグラフにまとめるかなどの判断がとて

も大切だと分かりました。特に代表値の部分では，今までなぜそのような計算になるのか分かって

いなかったものがしっかり分かるようになりました。私も経営の仕事に就きたいと思っているため，

この講演を聞いて企画を考えたり，周囲の意見を取り入れてひとつのものにしたりするなどの内容

の仕事の裏には正確なデータ整理や地道な調査があると知りました。表向きの目立つ仕事のことば

かり考えず，理数系の緻密な仕事もできるように努力したいです。 

・統計学というのは未来を予測することを可能にする学問であり，記述統計というものと推測統計と

いう２つの方法があると初めて知った。また，統計の結果を出すためには様々な計算が必要であり，

それらを利用することによってより確実性の高い結果を得ることができるというのはとても興味深

く魅力的であると思った。 

（４）課 題 

知識として得た統計の手法をＭＤＳ基礎の活動内で終わらせることなく，２年生のＭＤＳ探究や普

通科の探究活動でどのように活かしていくのかが課題である。また，高校の活動の中で，統計として

の有効性が得られる数のデータを集めることも難しい。入手しやすい情報ツールであるインターネッ

トについては，簡単に得ることができる膨大な情報やデータをどのように分析し，利用について判断

していくのかを生徒自身が考えねばならない時代となった。データを正しく取り扱うための知識と姿

勢を身に付けさせたい。 
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業も将来の仕事に繋げられるよう，今まで以上に自ら学んでいきたい。 
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②② 第第２２回回青青雲雲のの志志講講演演会会 PPlluuss  

（１）目 的  

社会の第一線で活躍する方々を講師として招き，科学技術や情報科学についてのお話を伺い，本校

の「指針となることば」のひとつである『青雲の志』を育む。第２回では，時短や身体からの解法を

目指した近未来の社会とそれを可能にする革新的な技術の創出をテーマとした講演を通して，誰もが

夢を追求できる社会について考える機会とする。 

（２）内 容 

  期日 令和５年１２月１１日（月）１３：３０～１５：３０（オンライン） 

  対象 第１学年生徒および第２学年生徒  

講師 大阪芸術大学 芸術学部 アートサイエンス学科 学科長・教授 萩田 紀博 氏 

演題 「ムーンショット目標１がめざすアバターとロボットによる未来社会とは？」 

内容  ・ムーンショット目標と内閣府の取り組み 

    ・ムーンショット目標１の研究内容とこれまでの成果 

    ・ムーンショット目標１で進行している研究 

    ・アバターとロボットがすべての人に活用される未来社会 

    ・質疑応答 

（３）成 果 

内閣府の政策の 1 つである「ムーンショット型研究開発」の目標１のプログラムディレクターを

務める大阪芸術大学の萩田紀博教授から御講演いただいた。２年前にも同様の御講演をいただいた

が２年間で研究開発が終了したプロジェクトや新しく加えられたプロジェクトがあり，アバターを

活用する生活が近い未来に訪れることを感じ取った。「身体，時間・空間，脳から解放された生活」

は便利で画期的なものである反面，人らしく生きられるのかという不安や疑問を生じさせ，生徒に

様々な考えを抱かせる機会となった。多くの生徒がこれらのプロジェクトに関心を持ち，未来を生

きるうえで革新的な技術が必要不可欠であることを知った。この目標 1 が掲げる最終目標はどんな

人でも自分の夢を追求し，誰もが 100 歳まで人生を楽しめる社会の実現である。一見，達成不可能

とも思える目標だが，研究者をはじめとする多くの人々の思いと技術によって実現できること，そ

の 2050 年に自分がどう生きるのかを考えるきっかけになった。 

＝生徒の感想＝ 

・ムーンショット目標 1 という言葉を初めて知りました。アバターなどを使うことによって人間の

能力を拡張し，身体や空間，時間などの制から解放される未来に興味を持ちました。特に 1 人の

人間が複数のアバターを同時に操作できるということにとても驚きました。マンガや小説の中で

しか見ることができなかった光景が，いずれ身近になることに驚きとワクワクを感じていました。

私は想像できないような道具の登場により想像できないような生活が始まる未来に恐怖や不安よ

りも，期待や面白さを感じます。 

・失敗も許容する，誰もがその能力を得られる，という点において従来の技術革新計画とは違うと

思いました。AI やロボットに関して，人間の仕事を奪うだとか人間を怠けさせるだとか良い意見

が聞かれませんが，今回の講座を聞いて共存，あるいは技術が人間を超えるということも許容で

はないですが，念頭に置いて向き合っていく必要があると思います。 

・今日の講演でムーンショット目標について初めて知ったのですが，「誰もが」脳，身体，時間，空

間の制約から開放するというのは，対象となる人の範囲が非常に広くて，解決の方法を見つける

のが困難なように感じたのですが，困難目標な分，もし解決できれば今では想像できないくらい

明るい未来になるだろうなと思いました。 

・目標は普通ある程度できる見込みを持って立てるものだという認識ですが，ムーンショット目標

というのは，達成が非常に困難であるが，故に失敗も許容されていて，達成できれば大きなイノ

ベーションを生むという野心的な目標であることが面白いなと思いました。少子高齢化による労
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働力不足を少子高齢化の解消によって解決するのではなく，少子高齢化社会の中でも労働力が不

足しないようにアバターを利用するという自分にはなかった解決策で，とても期待が持てました。 

 （４）課 題 

青雲の志講演会 Plus で生徒に何を伝え，何をつかませたいかを考えたときに，科学技術の進歩や最

先端科学の今，地球の現状と環境問題など様々な科学に関わるテーマがあげられるが，それらを知識

として身につけるに留まることのないようにしていく必要がある。そこには必ず人の思いや生き方，

人の行いが関係していることに気づかせなければならない。今回は，映画や漫画の中の世界と思って

いた道具や技術が研究と技術開発によって現実になることを知ることができたことは大きな成果であ

る。では，そうした技術をどう活用するのかを考えるのが人間の仕事であると考えたときに，自分事

として社会に参画する意欲や熱意をもってほしい。サイエンスリーダーを育てるためには最先端技術

に関心を持たせるだけでなく，多様な視点から物事を捉える力を養えるよう，これからも講演内容を

検討していきたい。 

 

③③  第第３３回回青青雲雲のの志志講講演演会会 PPlluuss  

期日 令和６年２月２６日（月） オンライン 

対象 １年生，２年生 

概要 ヤクルト中央研究所の研究員による腸内細菌についての講義，研究職の仕事内容とやりが

い等についての質疑応答 

  

④④  理理数数科科東東北北大大学学模模擬擬講講義義  

（１）目 的  

理数に高い関心と意欲をもった理数科の生徒たちに対して，大学で行われている研究内容やその意

義を伝えていただくことにより，最先端科学に対する理解を深め，今後の学習意欲向上と進路指導に

役立てる。 

（２）内 容 

期日 令和５年８月１８日（金）１３：３０～１５：００ 

対象 理数科２年，２年理系の希望者 

講師 東北大学工学部電気情報物理工学科 教授 松浦 祐司 氏 

演題 「光技術が拓く新医療－医工学とは？－」 

内容  ・光と色のしくみ，視覚について 

      ・光技術とその応用 

      ・東北大学工学部について 

      ・質疑応答 

（３）成 果 

松浦先生の講義では，光のもつ特徴やその利用の方法など光技術の基礎となる原理やしくみを教え

ていただいた。特に色(光)を認識するしくみと進化の関係について知り，生徒はとても驚いていた。

また，内視鏡やレーザー治療，体内の酸素濃度を測定するパルスオキシメーターも光技術を応用した

ものであると知ることができた。特に，医学と工学の融合である医工学研究の発展が現代の医療現場

を支えていることを実感した生徒が多く，工学と医療との深い関係に様々な気づきを得ることができ

た。 

（４）課 題 

東北大学は本校の多くの生徒が志望大学としてあげているが工学部も人気が高い。毎年，模擬講義

を依頼してきたが，工学といっても様々な研究がおこなわれており，高校の分野の物理・化学・生物

に広く関係している。医工学は身近なところで利用されていることから興味がもてるだけでなく，新

しい知識として理解しやすい。今後もどのような分野・内容の講義を依頼するかは大きな課題である

と考える。また，この講義が進路選択にどのように影響しているかも検証していきたい。 
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働力不足を少子高齢化の解消によって解決するのではなく，少子高齢化社会の中でも労働力が不

足しないようにアバターを利用するという自分にはなかった解決策で，とても期待が持てました。 

 （４）課 題 

青雲の志講演会 Plus で生徒に何を伝え，何をつかませたいかを考えたときに，科学技術の進歩や最
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として身につけるに留まることのないようにしていく必要がある。そこには必ず人の思いや生き方，

人の行いが関係していることに気づかせなければならない。今回は，映画や漫画の中の世界と思って

いた道具や技術が研究と技術開発によって現実になることを知ることができたことは大きな成果であ

る。では，そうした技術をどう活用するのかを考えるのが人間の仕事であると考えたときに，自分事

として社会に参画する意欲や熱意をもってほしい。サイエンスリーダーを育てるためには最先端技術

に関心を持たせるだけでなく，多様な視点から物事を捉える力を養えるよう，これからも講演内容を

検討していきたい。 
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概要 ヤクルト中央研究所の研究員による腸内細菌についての講義，研究職の仕事内容とやりが
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④④  理理数数科科東東北北大大学学模模擬擬講講義義  
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理数に高い関心と意欲をもった理数科の生徒たちに対して，大学で行われている研究内容やその意

義を伝えていただくことにより，最先端科学に対する理解を深め，今後の学習意欲向上と進路指導に

役立てる。 

（２）内 容 

期日 令和５年８月１８日（金）１３：３０～１５：００ 

対象 理数科２年，２年理系の希望者 

講師 東北大学工学部電気情報物理工学科 教授 松浦 祐司 氏 

演題 「光技術が拓く新医療－医工学とは？－」 

内容  ・光と色のしくみ，視覚について 

      ・光技術とその応用 

      ・東北大学工学部について 

      ・質疑応答 

（３）成 果 

松浦先生の講義では，光のもつ特徴やその利用の方法など光技術の基礎となる原理やしくみを教え

ていただいた。特に色(光)を認識するしくみと進化の関係について知り，生徒はとても驚いていた。

また，内視鏡やレーザー治療，体内の酸素濃度を測定するパルスオキシメーターも光技術を応用した

ものであると知ることができた。特に，医学と工学の融合である医工学研究の発展が現代の医療現場

を支えていることを実感した生徒が多く，工学と医療との深い関係に様々な気づきを得ることができ

た。 

（４）課 題 

東北大学は本校の多くの生徒が志望大学としてあげているが工学部も人気が高い。毎年，模擬講義

を依頼してきたが，工学といっても様々な研究がおこなわれており，高校の分野の物理・化学・生物

に広く関係している。医工学は身近なところで利用されていることから興味がもてるだけでなく，新

しい知識として理解しやすい。今後もどのような分野・内容の講義を依頼するかは大きな課題である

と考える。また，この講義が進路選択にどのように影響しているかも検証していきたい。 
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⑤⑤  第第１１３３回回科科学学のの甲甲子子園園全全国国大大会会秋秋田田県県予予選選会会  

（１）目 的  

理科，数学，情報に関わる問題解決や実験することを通じて，論理的思考力，ものづくりの能力，

コミュニケーション能力，プレゼンテーション能力の向上を図る。本校では，この予選会に参加する

ことで，科学に対する興味を深め，科学的な探究心を育てることを目的として参加を呼びかけている。

また，チームで協力して筆記競技や実技競技に臨むことで思考力・実践力を鍛え，他校の生徒と競い

あうことで理科・数学の知識・技術を高める効果が期待できる。 

（２）内 容  

期 日  令和５年１０月１５日（日）   

場 所  秋田県総合教育センター 

  参加者  １，２年生参加希望者４８名（８チーム） 

  内 容  実技競技（９０分），筆記競技（６０分） 

（３）成 果 

今年度は，出場チームの制限がなくなり，募集をかけたところ，これまでの最多の応募があった。

実技競技は思考力，計算力，手先の器用さが必要とされる課題であった。指示文を理解するまでの時

間もかなり要しており，日頃から鍛えた理解力も求められた。筆記競技は，各チームとも知恵や能力

を出し合いながら真剣な表情で問題と向き合っていた。互いに協力しながら問題解決に向けて活発に

意見交換しながら考察しており，科学分野への興味・関心を高めることができた。また，生徒たちか

らは「協力して問題を解く過程が面白かった」という感想が多かった。 

（４）課 題 

残念ながら上位入賞したチームは皆無であった。参加者に対して，事前学習の呼びかけや指示をし

ているが，２年生の学校行事と重なり十分に対策できていない。科学分野の知識の活用の仕方につい

て強化してから臨む必要性を強く感じた。上位入賞を果たすには，日頃から思考力や問題解決力を高

めるような授業や活動を作り上げる学校としての取り組みも必要であると考える。また，一度経験し

た生徒達が核となって自主的に参加し，後輩に対し事前指導するなど，生徒主体の組織作りができれ

ばもっと多くの生徒に科学の面白さを伝えられるのではないかと思う。 

 

ｄｄ  検検  証証・・評評  価価  

（１）青雲の志講演会 Plus について 

 年間３回の講演会が計画されている。６月に実施される第１回は６年間変わることなく「統計学」

について学び，ＭＤＳ基礎へとつながる重要な講演会となっている。この内容は１年生についてはや

や理解できない部分があるが，それがＭＤＳ基礎の学びへの期待となって，生徒の学習意欲を高めて

いる。下に示すのは今年度の 1 学年 192 名に実施したアンケートの結果である。理解度は４～６に多

く分布しているが，おもしろさ（内容への関心，知ることの喜び）は５～７であることからも統計学

を学ぶ意欲やデータサイエンスへの関心が高まったと判断できる。 

第２回と第３回のいずれかは大学教員から最先端科学を，もう一方は企業の最前線で活躍する方々

をお招きしての講演を実施してきた。今年度は大阪芸術大学の萩田紀博教授より「ムーンショット目

標１ アバターとロボットによる未来社会について」と題し，まさに話題の革新的な技術についてご

講演いただいた。萩田紀博教授は，生徒一人一人の質問すべてに紙面で回答をくださり，疑問を持つ

ことの喜びや第一人者との対話を経験できた。生徒が最先端の技術を理解するだけでなく，これから

の社会を考える契機となった 
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「今日の講義は面白かったですか」         「今日の講義は理解できましたか」 

 

（２）東北大学模擬講義について 

東北大学模擬講義は，東北大学工学部電気情報物理工学科から教員をお招きしている。青雲の志講

演会 Plus と異なり，講義室で行われるため授業を受けるような距離感が生徒にとって大きな刺激と

なると考えられる。いずれも生徒のこれからの人生の糧になるよう，社会の動きに目を向けながら人

材や開発を生徒に紹介していく。このほか，理数科 2 年生独自の行事として，英語による科学の講義

（サイエンスダイアログ・プログラム）を実施し，３学年の「ＭＤＳ発展」へつながる企画であると

いえる。 

 

（３）科学の甲子園について 

 昨年まであった参加チームの制限が今年はなくなり，募集に対して非常にたくさんの希望者があっ

た。特に，以前は理数科中心の参加であったが，今年度は普通科や 1 年生からも応募があり，２年生

で５チーム，１年生だけで３チームの出場となった。参加人数の増加は非常に喜ばしいことである。

しかし，成績の方は芳しくなかった。実技競技は内容によって得意不得意が分かれるが，筆記競技で

入賞できなかったことを真摯に受け止め，来年度に期待したい。 
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第４章 実施の成果とその評価 

 

1. 生徒の変容（令和元年度～令和４年度） 

 全校生徒を対象に実施した「意識調査」の結果の質問項目のうち，年次の経過により肯定的な回答

が増えていったものを抜粋した。ＳＳＨが進路決定に役立ったと感じる生徒の割合が年々増加してい

ることがわかる。令和３年度から４年度にかけて，「国際性の向上」の回答が 13%と大幅に向上して

いることについては，新型コロナウイルスの収束に伴い，後述するＳＴＡＲＴや国際教養大学での発

表会など，国際性を向上させる取組が対面で行えるようになったことが要因として考えられる。 

 

2. 学校設定科目「ＭＤＳ基礎」（平成３０年度～令和５年度） 

 ５つのステージによって，ＩＣＴや統計のスキルを身に付け，生徒自身が能動的にデータを収集し

課題解決へと向かう探究活動のカリキュラムを完成させた。第４ステージでは秋田県立大学でのデー

タサイエンス演習，第５ステージでは街頭アンケート「ＦＴＤＣ」を行うなど，校外での活動が充実

した。 

 

3. 国際性を高める取組  

(1) 秋田の教育資産を活用した海外交流促進事業（平成３０年度，令和元年度） 

平成３０年１０月にタイ王国ヴァチュラウッド王立校より２１名の生徒が来校。令和元年 

１月に生徒４名，令和２年１月に生徒６名がタイ王国へ派遣され，英語による研究発表を行 

った。 

(2) ＳＴＡＲＴ（英語プレゼンテーション大会）（令和４～５年度） 

山形県立東桜学館高等学校が主催する英語プレゼンテーション大会に参加。理数科の研究グルー

プが参加し，英語で研究発表を行った。 

(3) 国際教養大学との交流（令和４～５年度） 

理数科３年生全員が，国際教養大学の学生（留学生含む）に対して英語で研究発表を行っ 

た。令和４年度はオンライン，令和５年度は国際教養大学で実施（図５）。 

 

4.  コンクールおよび発表会等における受賞等 

平成３０年度 スーパーサイエンスハイスクール生徒研究発表会 生徒投票賞 

『大便 ～大いなる便り～』 

平成３０年度 科学の甲子園 秋田県予選会 総合第３位 

令和２年度 スーパーサイエンスハイスクール生徒研究発表会 生徒投票賞 

『声真似は本当に似ているのか？～音声分析による解明～』 

令和４年度 科学の甲子園 秋田県予選会 総合第３位 

 
5. 全校生徒を対象とした意識調査 

 
 

ＳＳＨの取組への参加によって以下のよう

な効果はありましたか。 

Ｒ１ R２ Ｒ３ Ｒ４ 

Ａ. 理系学部への進学に役立つ 49% 56% 58% 53% 

Ｂ. 大学進学後の志望分野探しに役立つ 51% 51% 55% 55% 

Ｃ. 将来の志望職種探しに役立つ 46% 47% 53% 52% 

Ｄ. 国際性の向上に役立つ 37% 35% 40% 53% 
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第６章 研究開発上の課題及び今後の研究開発の方向性 

  

１１．．第第ⅠⅠ期期のの現現状状分分析析  

本校は普通科と理数科を有する本県南部の進学校であるため，ほぼ全員が国公立四年制大学への進

学を目的に入学している。基礎学力が高く知的好奇心が旺盛で真摯に物事に取り組む生徒が多く，国

公立大現役合格数も高水準で推移している。また部活動も盛んで，多くの部活動が全国大会に出場し

ている。しかし，少子高齢化が進む地域社会の中では社会的な刺激が乏しく，幅広い視点をもって社

会全体を見渡し，自らが主体的な構成員として社会に参画していく立場であるとの自覚を育むことが

難しい。このため，自ら課題を発見し，課題解決に粘り強く取り組む意欲や姿勢が十分とはいえず，

幅広い将来ビジョンを描けないまま既存の狭い範囲の中で進路選択をすることで満足している点が，

本校生の大きな課題である。Ⅰ期目の指定により実施してきた学校設定科目「ＭＤＳ基礎」の成果に

より，統計学やデータ収集と分析の手法を数学，理科，情報等の教科と連携しながら学ぶことで物事

を客観的に捉えることができる生徒の育成につながった。また，自らの手でデータの収集，整理を行

うことで統計的手法の有用性を実感するとともに，地域の問題や課題についての理解を深めることが

できたが，世界的な広い視野をもち社会を創造していく高い意識の醸成には至ってはいない。 

 

２２．．現現状状分分析析かかららのの課課題題とと改改善善  

 ・全校生徒を対象とした課題研究・探究活動の拡充 

 ・生徒の主体性を重視した教育活動の展開 

 ・教員のＳＳＨ事業への参加意識向上と指導力強化 

 ・ＭＤＳ基礎からＭＤＳ探究・ＭＤＳ発展へとつながる３年間を通した指導計画 

 ・国際性を高め世界的な広い視野で社会を創造していく高い意識の醸成 

 ・生徒，保護者，職員，地域の変容を的確に捉える評価・検証の取り組みの徹底 

 

以上の課題を強く意識し，県内のトップ校として，ＳＳＨ事業Ⅱ期目を通して地域や秋田県の課題に

気づき，身近なところから持続可能な社会の実現に向けて課題解決に努める科学系人材の育成に，一

層力を入れていく必要があると考えている。 

 

３３．．研研究究開開発発仮仮説説毎毎のの検検証証  

仮説１：科学的視点に立脚した現状の把握と課題認識のため，数学・理科・情報等の学習内容を融合

した教科・科目により，データ収集と分析の手法を集中的に学ぶことで，論理的思考力や課題を発見

する力を育成する。 

・仮説１の立証（達成できたことと今後の課題） 

青雲の志講演会 Plus（演題：統計学で解き明かす科学）や学校設定科目「ＭＤＳ基礎」の第２ステー

ジでの数学Ⅰ「データ分析」を中心とした記述統計学，第４ステージの秋田県立大学での統計学的仮

説検定に重点を置いた集中講座等により，実際の事象に適用できることを体感させることで，論理的

思考力や課題を発見する力を育成できた。今後の課題としては，秋田県立大学と更に連携を深め，よ

り効果的なプログラムの推進が必要と考える。 

 

仮説２：仮説１で育成したデータ分析の手法が有効であることを，実際にフィールドワークを通して

データの収集から分析までを他者と協働しながら実感することで，コミュニケーション能力を育成し，

能動的な探究者を育成する。また，その過程でＩＣＴ機器の積極的活用を推進する。 

・仮説２の立証（達成できたことと今後の課題） 

統計学の基礎や活用例，データの収集と分析の手法を学び，各教科でＩＣＴ活用能力の向上，プログ

ラミング能力やデータベース技術等のコンピューターリテラシーの向上を図り，フィールドワーク型

第６章　研究開発上の課題及び今後の研究開発の方向性
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の演習「ＦＴＤＣ（Field Trip for Data Collection）」を取り入れた。生徒に「ＭＤＳ基礎」で学

んだ内容が定着しており，さらにそれを自発的に活用しており，教育課程としての「ＭＤＳ基礎」の

狙いは十分に達成されていると考えられる。その一方で，他教科の指導教員が「ＭＤＳ基礎」の内容

を自らの授業に活かすカリキュラム・マネジメントの観点が不足しており，教科横断的な取組にする

には，積極的な活用を促す環境づくりが必要である。そのためには，「ＭＤＳ基礎」の学習内容が素

早く理解できるような資料が有用と考えられる。また，「ＭＤＳ探究」の運用上の働きかけとしては，

発表資料に「どこで『ＭＤＳ基礎』の内容を活用したか」を明示的に書かせるなどの工夫をすること

で，生徒がより学習内容を活用しようとすると考えられる。また，今後はコロナ禍等におけるフィー

ルドワーク型の演習を安全安心に行う方法の開発が必要である。 

 

仮説３：仮説１，仮説２で培う科学的根拠をもった視点と，論理的な思考を用いて課題研究や探究活

動を実施することで，単なる観察に終始せず目的意識をもった探究活動を積み重なることができるよ

うになる。また，その過程で高校・大学での学びと社会との密接な関係に気付き，課題解決能力やグ

ローバルサイエンスリーダーとしての資質向上と意欲を育成するとともに，自らの取組を国内外に積

極的に発信し，交流をもつことで国際感覚を身に付ける。 

・仮説３の立証（達成できたことと今後の課題） 

ＭＤＳ基礎，ＭＤＳ探究で身に付けてきた科学に関する基礎知識や科学的思考をさらに深化させるこ

と，及び，生徒の国際性を涵養するために研究内容を日本語でだけではなく，英語でもアカデミック･

ライティングとしてまとめ，発表も英語で行うことを目標としている「ＭＤＳ発展」を柱とし，グロ

ーバルサイエンスリーダーとしての資質向上と意欲の育成を目指したが，十分に達成できたとは言い

がたい。新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け，ＡＬＴ等のネイティブスピーカーを招いての

発表ができなかったがオンラインを活用することで代替できる活動も多いことは発見できた。また，

英語で研究レポートを作成し英語で発表するという活動を通して，英語力の向上，プレゼンテーショ

ン能力の育成，国際的な視野を広げる下地にはなったと考える。今後の課題は世界的な広い視野をも

ち社会を創造していく高い意識の醸成である。 

また，指導体制として教育課程開発部「ＭＤＳ発展班」のみで話し合いを進めてしまった部分があ

ったので，Ⅱ期では理数科の職員や１，２年部の職員からの意見も取り入れ，３年間の大きな流れと

学校設定科目である「ＭＤＳ基礎」「ＭＤＳ探究」との接続を更に強く意識したうえで，育てたい生

徒の資質等を明確化して計画を組むことで，さらに有益な活動にすることが必要と考える。 
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標　準 普通科

単位数 １　年 文型 理型 文型 理型 １年 ２年 ３年

現 代 の 国 語 2 2 2
国 言 語 文 化 2 3 3

論 理 国 語 4 2 2 2
古 典 探 究 4 3 2 2

語 現 代 文 Ｂ 4 3 2 2

古 典 Ｂ 4 3 3 3

地 理 総 合 2 2 2
地 歴 史 総 合 2 2 2

地 理 探 究 3 3 2 2
理 日 本 史 探 究 3 (注)

世 界 史 探 究 3
歴 世 界 史 Ｂ 4 3 3

日 本 史 Ａ 2
史 日 本 史 Ｂ 4

地 理 Ａ 2 2° 3

地 理 Ｂ 4

公 公 共 2 2 2 2
倫 理 2 3    2°

民 政 治 ・ 経 済 2 2°

数 学 Ⅰ 3
数 数 学 Ⅱ 4 3 3 3

数 学 Ⅲ 5 1 5
数 学 Ａ 2 2
数 学 Ｂ 2 2 2
数 学 C 2 1 1

※ Ｓ Ｓ 数 学 Ⅰ 4
学 ※ 数 学 応 用 2 2

※ 数 学 特 講 2°

物 理 基 礎 2
物 理 4 2 4
化 学 基 礎 2 2 2

理 化 学 4 2 4
生 物 基 礎 2
生 物 4
地 学 基 礎 2 2
地 学 4

※ Ｓ Ｓ 物 理 基 礎 2
※ Ｓ Ｓ 生 物 基 礎 2

科 ※ 物 理 特 講 2"
※ 化 学 特 講
※ 生 物 特 講 （注）
※ 地 学 特 講

保 体 育  7～8 3 2 2 2 2 3 2 2
体 保 健 2 1 1 1 1

芸 音 楽 Ⅰ 2 2 2
術 美 術 Ⅰ 2

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 3
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ 4 5 4

外 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅲ 4 5 5
論 理 ・ 表 現 Ⅰ 2 2 2
論 理 ・ 表 現 Ⅱ 2 2 2 2

国 英 語 表 現 Ⅱ 4 2 2 2
※ Ｓ Ｓ 英 語 ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ Ⅰ 3 3

語 ※ Ｓ Ｓ 英 語 ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ Ⅱ 4
※ Ｓ Ｓ ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 英 語 Ⅲ 5
※ 英 語 特 講 2°

家 家 庭 基 礎 2 2 2 2
庭 家 庭 総 合 4

情 情 報 Ⅰ 2
報 情 報 Ⅱ 2

30 32 32 32 32 20 19 17

理 数 数 学 Ⅰ 4～6
理 数 数 学 Ⅱ 8～14 4 4
理 数 数 学 特 論 3～10 2 3 3

理 理 数 物 理 3～10
理 数 化 学 3～10
理 数 生 物 3～10
理 数 地 学 3～10
理 数 探 究 2～5

※ Ｓ Ｓ 数 学 Ⅰ 4
※ Ｓ Ｓ 物 理 基 礎 2
※ Ｓ Ｓ 生 物 基 礎 2

数 ※ Ｓ Ｓ 物 理 2 4
※ Ｓ Ｓ 化 学 4        4
※ Ｓ Ｓ 生 物
※ Ｓ Ｓ 地 学

Ｍ ※ Ｍ Ｄ Ｓ 基 礎 3 3
Ｄ ※ Ｍ Ｄ Ｓ 探 究 Ａ 2
Ｓ ※ Ｍ Ｄ Ｓ 発 展 Ａ 1

3 13 15 16

 3～6 0 1 1 1 1 0 0 0

1 1 1 1 1 1 1 1

学　　　修　　　Ｃ  0～1  0～1  0～1  0～1  0～1  0～1  0～1  0～1

34〜35 34〜35 34〜35 34〜35 34〜35 34〜35 35〜36 34〜35

※印科目は、学校設定科目 ＭＤＳ（美入野 Data Science）は学校設定教科

特別活動  ホームルーム活動

小      　　　　　　 計

　" 印は " の中から２科目選択
　゜ 印は ゜ の中から１科目選択

科 目

学校外活動

合 　　　           計

令和５年度教育課程表

教科
普通科２年 普通科３年 理　数　科

秋田県立横手高等学校

１年生普通科の代替科目

・数学Ⅰ：３単位、数学Ⅱ：１単位
　→　ＳＳ数学Ⅰ：４単位で代替

・物理基礎（理数物理）：２単位
　→　ＳＳ物理基礎：２単位で代替

・生物基礎（理数生物）：２単位
　→　ＳＳ生物基礎：２単位で代替

・英語コミュニケーションⅠ：３単位
　→　ＳＳ英語コミュニケーションⅠ：
　　　　　　　　　　　　　　３単位で代替

・情報Ⅰ：２単位、
  総合的な探究の時間：１単位
　→　ＭＤＳ基礎：３単位で代替

１年生理数科の代替科目
・理数数学Ⅰ：４単位、
 　→　ＳＳ数学Ⅰ：４単位で代替

・英語コミュニケーションⅠ：３単位
　→　ＳＳ英語コミュニケーションⅠ：
                               ３単位で代替
・情報Ⅰ：２単位、
  総合的な探究の時間：１単位
　→　ＭＤＳ基礎：３単位で代替

２年生理数科の代替科目
・英語コミュニケーションⅡ：４単位
　→　SS英語コミュニケーションⅡ：
                               ４単位で代替

・理数物理：２単位、理数生物：２単位
　→　SS物理：２単位、
        SS生物：２単位でそれぞれ代替
　　　　　　　 （いずれか１科目選択）

・理数化学：４単位、理数地学４単位
　→　SS化学：４単位、
        SS地学：４単位でそれぞれ代替
                （いずれか１科目選択）

・ 理数探究：１単位、保健：１単位
　→　ＭＤＳ探究：２単位で代替

３年生理数科の代替科目

・理数探究：１単位
　→　ＭＤＳ発展１単位で代替

・コミュニケーション英語Ⅲ：５単位
　→ＳＳコミュニケーション英語Ⅲ：
                              ５単位で代替

・理数物理：４単位、理数生物：４単位
　→　SS物理：４単位、
        SS生物：４単位でそれぞれ代替
　　　　　　　 （いずれか１科目選択）

・理数化学：４単位、理数地学４単位
　→　SS化学：４単位、
        SS地学：４単位でそれぞれ代替
                （いずれか１科目選択）

総合的な探究の時間

小      　　　　　　 計
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令和５年度 第１回 SSH 運営指導委員会 
 

日 時 令和５年６月３０日（金） 
 
次 第 １ 校長あいさつ 

 
２ 県教育委員会あいさつ 

 
３ 運営指導委員紹介（副校長） 

 
４ 事業説明 

（１）第二期ＳＳＨ申請について（小野寺） 
（２）取組について（小野寺） 

 
５ 運営指導委員のコメントおよび質疑応答（要約） 

 
（渡邊先生）英語に関しては、読むという作業が大事だと思います。あと、プレゼンテ

ーションの構成や発表の仕方などの指導が重要と考えます。 
 

（後藤先生）生徒さんの研究テーマについて、その実現可能性を生徒自身が判断するの

が、非常に難しいと思います。教員なりがある程度方向性を示してあげるなり、指摘

を修正するとか、再考させるといったこと必要もかもしれないませんね。探究・研究

というのはこういった考え方で進めていくのだということを疑似体験させるような取

り組みをすると盛り込むと、より現実的なテーマ設定になるかと思います。 
 

（松本先生）毎年取組の様子を傾見させていただいており、良い取り組みだなというふ

うに思いがあるのですけど、今回不採択だったのはショックでした。ＰＤＣＡサイク

ルを回し、指標（ＫＰＩ）を抽出して、数値化していくということをされればよいか

と思います。 
 

（高橋先生）県立大学として、今回採択にならなかったのはショックでした。こういう

ときこそ協力すべきだと思っています。様々な支援の策を考えていきたいと思います。 
 

６ 校長あいさつ 
       本日は本当にありがとうございました。生徒が考えた研究の魅力が伝わるように、プ

レゼンテーションの指導に力を入れていきたいと考えています。全ての職員を巻き込む

形で取り組んでまいりたいと思います。次期申請に向けてぜひご指導いただけますよう

よろしくお願いします。 
 
運営指導委員 秋田大学教育文化学部 准教授        清野 秀岳 

秋田大学大学院医学系研究科 教授      渡邊 博之 

秋田大学 理事兼副学長           後藤  猛 

秋田県立大学 副学長            高橋 秀晴 

秋田県立大学システム科学技術学部 教授   松本 真一 

 

秋田県立横手高等学校
〒０１３－０００８
秋田県横手市睦成字鶴谷地６８番地
ＴＥＬ　０１８２－３２－３０２０
ＦＡＸ　０１８２－３２－３０７０
E-Mail　yokote-h@akita-pref.ed.jp
ＵＲＬ　http://www.yokote-h.akita-pref.ed.jp

発行　令和６年３月４日
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